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1981年 ヒマラヤ登山学校隊員募集

― ナ
ング・コット(6,861m)の許可内定

―
HAJは 、一人でも多くの意欲ある登山者にヒ
マラヤ遠征の機会をと、1977年 以来、 4度にわた

り延べ90名近い会員を ヒマラヤ登山学校隊として

派遣 してきました。この ヒマラヤ登山学校は、fl雀

かな技術と経験を有する指導者 (イ ンス トラクタ

ー)の統括のもとに、安全かつ確実を第 1に でき

るだけ多くの隊員が頂上に立つことを目標として

実施するものです c

国内における企画・ 研究 0準備実務か らはじま

り、登山現場での高所登山技術の習得、帰国後の

総括・ 報告までの遠征のすべての過程に隊員が参

画 して行なうことをモッ トーにしております。

81年は、日本のヒマラヤ登山が初まって45周 年

にあたります。HAJ登 山学校はその発祥の地、

ナンダ・ コットで行なう予定です。

ナンダ・ コットはイ ンナー・ ラインにあり、米

解禁の ビークですが、HAJの 特別な活動により
実現する見通 しであります。渉外上、メンバーを

早く確定させ る必要がありますので、できるだけ

早 く申しこんで下さい。

目的 ①ナンダ・ コット(6,86 1 ηι)の登頂。
② ヒマラヤ登山の基礎習得

時期  1981年 9月 14日 (日 )～ 10月 12日 (日 )

29日 間 (登 山期間 15日 間)

負担金 69万 円 (航空運賃、他の変動によリスラ

イ ド)

定員 隊員20名 (中込順)イ ンストラクター 4名
申込み 1980年 8月 31日 まで下記あて申込むこと

(詳 しい資料を送 ります。)

① 160 東京都新宿区高田馬場 3-23-1 淀
橋食糧 ビル新館 506 日本ヒマラヤ協会

カフィリスタンの女性 雁部 貞夫
名はビビ、1975年 当時で17歳 。黒褐色の貫頭衣を着 るのが彼女 らの習いだ。

カフィール人は、回教徒か ら見た異教徒の意で特異な風俗と習慣で知 られる。

―
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連載

ヒマラヤ放談
≪15≫

登山が単なるスポーツと割り切れないのは、様

々な要因によるものだが、世に出る山の本の膨大

な量は、それを物語る最も重要な要因といえるc

その中には、高度な文学作品も少なくない。ひと

つの行為の世界において、このような現象が見ら

れるのは、恐らく山だけであろう。今月はその山

の本のハナシを、東京は小岩の古書店の主、小林

静生氏に語ってもらうことにした。

小林 静生

見た瞬間に価値判断

―
山の本はもう長 く扱 って らっしゃるんで

すか ?

小林 もう10年 ぐらいかな。昔近代文学をちょ
っとやってたもんだから、古本商売は15～ 16年や

ってるけど。

一
文学 というと同人か何かに入って書いて

おられたんですか ?

小林  うん、少 しね。夏目漱石の研究が主で、
ものすごく凝 っていた。だから古本も最初近代文

学でいこうと思 ったんだけど、これは神田あたり

で専門的にものすごく集めてやってる人がた くさ

んいる。同業者が多す ぎるんですよ。で、ちょっ

と変ったところをやろうかと思 ったわけ。若い頃

から山は好きだったからね。

―
山岳図書を専門的に扱ってる古本屋さん

ってどの ぐらいあるんですか ?

小林 あんまりないね。僕が始めた頃なんてま
ったくなかった。悠久堂 くらいだったなあ。

一
趣味と実益を兼ねるというのは、端目|ひ

は楽 しそうに見えますが、実際は大変でしょうね。

小林 本の良さ、価値 というものが見てすぐに

判断できなければな らない。全部中身を読んでる

時間はないからね。読まなくても見た瞬間に判断

できなきゃだめだ。せいぜい序文とあとがきを読

むくらいですね。そういう意味で山岳図書なんて

いうのは、本当に特殊な人間にしかできないね。

まあ山の本ていうのは比較的ていねいに作られて

いて、いわゆる悪本というのはあまりないね。

一
III岳図書というのは商売のベースに乗り

にくいから、もうけてやろうという気持で作られ

ていないんですね。それでていねいなん じゃない

ですか。

小林 それは言えるね。売ろうとい う気があま
り出ていない。もっともここ 2～ 3年では多少売

ろうという姿勢 も見えるけどね。文庫本や新書本

に山の本がかなり目立つようになってきたのもそ

のひとつのあらわれで しょう。

今は読むために読む時代

―
趣味で山の本を集めるというのは、自分

の好きなものだけを集めてればいいんですから楽

しいでしょうけど……。

小林 商売となるとそうはいかない。特に岐路
に立たされる時というのは、神田の古本市かなん

かでものすごくいい本を見つけた時ですね。何万

も何十万もするようなゾクゾクして くるやつ。こ

れはもう絶対欲 しいわけ。だけどこんなの仕入れ

てきて店頭に出したって売れや しないんだよな。

しか し欲 しいものはどうしても欲 しい。

一
苦 しいところですね。で、その手のやつ

を手に入れると、今度は買い手がついても、小林

さんのほうで手離 したくなくなったりして・……。。
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小林  そうなんだなあ。だからこれ見てごらんよ

(裏の書庫を見せてもらう。店頭に並んでるのと

はまた違 った本がズラリと並んでいる。)

これなんか、まあ60～ 70万 円の値がつ くね。こ

っちは全巻そろえたら100万 は軽 く越える。あれ

は……。(延 々とつづ く)

一
ここ(書庫)にある本は売 らないんですか ?

小林 いや、本当に好 きでどうしても欲 しいと

いう人があらわれた ら、売りますがね。

―
しかし、商売として山の本を専門的にや

ろうとした時は、かなりの決心が必要だったで し

ょうね。まして10年前 じゃ山そのものも今ほどポ

ピュラーじゃないし。果たして商売になるかどう

か……。

小林  う一ん、案外そうでもないんだな。文学
が好きで山が好きで、それできわめて必然的に山

岳文学 ― そういうジャ
ンルがあるとすれば ―

に凝 ってそのまま突っ込んでいったという感 じで

すね。で、商売のほうはこれはまた別でね。とい

うのは、表向きは私のところは山岳図書専門店と

いうふうに見えるらしいけど、実際の山岳図書の

売 り上げというのは、総売上の 2～ 3割 がいいと

こだね。

一
なるほど、まあそうでしょうね。山の本

なんてそうは売れない。でも、年とともに延びて

はいるんで しょう ?

小林  2～ 3年前までは延びつづけていたんだ

けどね。

―
最近は頭打ちですか ?

小林  む しろ下向線です。今はね、山に登る人
が山の本を読まない時代なんだよ。特にヒマラヤ

関係の本が売れない。昔はヒマラヤに登りたいと

思 ったら、 ヒマラヤの本を入手してこれを読破 し

なければ行けなかった。今はもうそんなことはな

い。登山隊はキチガイみたいに激増 しているし、

情報は洪水のように流れてるしで、本なんか読ま

なくてもヒマラヤに行けるんだな。

―
今、実践 してる人というのはあまり本を

読まないようですね。まあ、人にもよるでしょう

けど。

小林 行 くために読む時代ではなくなった。今
は読むために読む時代なんだな。で、こういう人

は数が少ないから、そ こでヒマラヤの本の売れ行

きは落ちてきた。たまに年とった人が来て高い本

を買ってい くこともあるけど、若い人にはまずい

ないね。若い人もうちの店に来るけど、雑誌か何

かを買って帰る程度だね。

一
本当に本が好きな人というのは、昔も今

も変ってないわけですよね。ただ昔は本が好きじ

ゃない人でも必要にせ まられて買わざるを得なか

ったんですね。

小林  まあ、本の好きな人というのは、もう登

れなくなった人ですよ。登れるうちは山へ行 くだ

けで金も時間も使い果たしちゃうからね。そうい

う意味では一種の代替行為ですよ。

遠征隊は激増 したが

~ヒ マラヤの本のなかで好きな本を 2～ 3

あげるとすれば。

小林 僕は登れないからね。ヒマラヤをロマン
の対象として見ているか ら、最近のものにはぜん

ぜん興味がないね。ただ単に記録を追求 している

だけで、人間の心に訴えてくるようなものはまず

ない。未知なるものに触れた時の心の底からの喜

びとか、それを追求する人間の精神みたいなもの

があふれているもの、こういうのはやはり昔のヒ

マラヤにしかないと思 う。日本のものだったらマ

ナスルの 1,2と か、あるいは桑原 さんや川喜田さ

んのものなんか読んで楽 しい。西洋の古典はみん

ないいね。ポピュラーなところからあげるとM・

エルヅーグの「処女峰ア ンナプルナ」なんて堂々

たる文学作品ですよ。 こう言っちゃ悪いけど、最

近の遠征の報告書というのは、バカバカしくて読

む気 しない。

一
結局あれは読ませるために出す本じゃな

いんですよね。次に実践 しようとする人のための

本なんですね。

小林 つまり方法論だけなんだな。精神に触れ
るものは何も書かれていない。博識とか知性とか

そういうものを別にして、登攀の部分だけで比較

しても「処女峰アンナプルナ」の表現力に遠 く及

ばない。あれは山をまったく知 らない人が読んで

も「ものすごくおもしろい」というで しょ。あれ

こそ「山の本」ですよ。そういう意味では遠征の

-2-



報告書なんてのは、あれは「本」とは言えないね。

単なる資料にすぎない。

一
資料にも資料としてのレーゾンデー トル

はそれなりにあると思いますけど、でもそれだけ

じゃこの山の世界というのも非常にあじけない も

のになってきますね。

小林 あじけないし、その世界が非常に狭いも
のになって しまいますね。登山人口だけは激増 し

て、ヒマラヤに行 く人も激増 してるけど、その世

界の広がりはかえ ってせばまってきている。山の

世界に「文学」があった時代というのは、登山人

口は少なくても、非常に面的な広がりを持ってい

たと思う。

一
分離 してしまったんですね。昔は先鋭的

な記録の世界 と山岳文学的な世界が、ひとつの場

に同居 していたと思うんです。今はどちらかに専

門的に別れてしまっている。

小林 そうだね。めだたないだけで (山岳文学
を愛する人も)い ることいえるね。だけど昔みた

いに実践する人が同時にやるのでなければ、生き

た山岳文学は生まれて来ないんじゃないかな。懐

古主義だけになってしまう。

今新たなヒマラヤ世界を………

―
実践派にとっては同時代の人や行為に対

する興味がものすごくあって、これは当然なこと

だと思 うんですけど、過去の遺産に目を向けよう

としないというのは少し問題だと思いますね。接

してみると、ティルマンやシプ トンの世界ってす

ばらしいんですけどね。

小林 そう、視野が広がるん じゃないですか。
ただ、ああいう時代はもう来ないでしょうね。黎

明期というのは、一種独特なある精神の高さがあ

って、これは単なる表現力の問題だけじゃないん

だな。ヒマラヤヘの接し方が まるで違 う。そのあ

たりに名著を生む要因があると思うな。そ ういう

意味では誰かさん じゃないけど、山は死んだんだ

よ (笑 )。 日本の山もヒマラヤも死んだね。さっ

きからこんなことばかり言 ってるけど、こんなヒ

マラヤ放談でいいのかな (笑)。

一
いいですよ。本来「放談」というのは、

毒舌だらけであるべきシロモノですから (笑)。

小林  ただ、記録のみが最重要視 される時代と
いうのは、もうこれ以上は続かないような気もす

るね。僕の場合、商売柄特に他の人より敏感に感

じとれ るんだけど、ある兆しのようなものは確か

に出てきているように思う。

一
そういえばクライミングの世界にもレベ

ルは低いけど行為の中の精神的なもの― その時

何を考え、何を感 じたか ― を文章化しようとす

る傾向は確かにありますね。ただ現段階ではひと

りよがりで、その世界を知 らない人にまで訴える

表現力はないようですけど。

小林  あ じけない時代がいつまでも続 くようで
は困るしね。さっき「山は死んだ」と言ったけど、

一度死んでもその後からまた新しいものが生まれ

て来ればいいんだからね。これはもう次の世代の

仕事で しょう。ただ、悪いけど今のHAJに は、
そういう姿勢があんまり感 じられないな。外野か

ら眺めているだけだからよくはわか らないけど、

もう少 し何とかならないか という気 もするんだ。

HAJに は人材はあるんだし、もっとHAJな ら
ではのレベルというものが出てきて もいいように

思 .う 。 HAJと いうのは、本来そういう団体なん
じゃないのかな。

―
ひとつの方法として、ルームもできたこ

とだし
てtヒ
マラヤサロン"な るものを設定 して、

そういう中から小林さんのおっしゃられるような

ものが出てくればと考えているんです。

小林  とにかくいろんな形で単なる記録や情報
だけじゃないヒマラヤ世界を形づ くっていっても

らいたいですね。期待 していますよ。

―
心してかかりたいと思います。どうもあ

りが とうございました。

(イ ンタビュー構成 角田不二 )

-3-

小林静生氏のプロフイール

昭和10年 10月 25日 、茨城県筑葉旧l l11身。昭和
37年 より江戸‖1区小岩にて占書摯i(小林静雄占
店)を 開業し、45年頃より精力的に山の本を集
める。かたわら東京都占許籍商業協同組/)の仕
♯もし、49年 12月 には「東京占占組/)50年 史」
をまとめあげた。これは

「
ベージを越す彪大な

書物で、業界では高く評価されている。店は京
成小岩駅より徒歩 3分の地にある_HAJ会 員.



■■■: H:MALAYA NEWS

《インド》
本会評議員の沖允人氏はこの 4月 、イギリスか

らの帰路、インドに立ち寄り、最新のインド情報

を持ち帰った。以下その概要である。

1.:MFの 新事務所

新事務所が完成 し、移転を待つばかりとなって

いる。新事務所はデ リー空港近 く、デ リー市の南

の Palam Roadと Ring ROadの 間の Signals

Enclaveに ある。タクシーの場合、 Dhaula Ku―

anの ロータリーからVenkateshwara College

の先を右 (西 )へ まわり、 Rao Tularam Coll―

egeの ところをもう一度右まわり、次の道を右ヘ

まわってもらうと分りよい。

1979年 6月 6日 に当時の首相などを招いていわ

ゆる地鎮祭を し、起工 した。

3階建の ビルで、一部は宿泊所にもなっていて、

20人位なら泊まることができる。

すでに会合には使用されているが、正式に移転

するのは今年の秋になるようである。

2.登 山 申 請
無線機の申請書が、昨年のものより面倒になっ

ている。以前の申請書では不充分なので、新 しい

申請フォームで申請 しないと使用許可はでない。

同一の山域の山へ同一の隊が入山し、 2つ以上

の ピークに登った場合は 2つ 目のピークからは登

山料 (Booking Fee)が 50%引 になるという新規

則はすでに実施 されている。同一の谷、同一の B

・ Cか らの登頂な ら、同一山域とみなすと係員は

話していたが、その点はケース・ バイ・ ケースで、

リエゾン・ オフィサーの了解のもとに登って欲 し

いようである。

一度登山料を払い込んだ後、何らかの理由で、

中止した場合は、原則として返金 されることにな

っている。 しか し、インドの外貨事情から、手続

に時間がかか り、実際に返金される例はほとんど

ない。 しかし、他の山に変更したり、次の年に延

期したり、他の隊にゆずったりすることはできる。

そのむねを書いて隊から IMFへ 手紙を出せばよ

い。もちろん早い方が トラブルは少ない。

3. オープン・ エリア

昨年オープ ンした後の変更はない。オープン●

エ リアも明確になっており、 IMFで は地図にし

るしをつけてす ぐ分るよ うにしてある。これには

「学研」のヒマラヤ地図の コピーが使用されてい

た。

注目のガンゴトリ山群は、ガンゴ トリの村から、

ガンゴ トリ氷河の左岸がオープンしていて、氷河

奥の Yeombuk(5,953π )の南東の 2つ 目のピー

ク P5,755か らMandaniの 村を結ぶラインが境に

なっている。したがってチョウカンバ、サ トパン

トなどは駄 目である。

バ ンダールプンチ山群への接近路としてはIL―

rsilの 村から Sian Gad谷 か らP5,758を 通り、

スワロガロヒニの北の谷が北方の限界のようで

ある。

1982年 頃までかなりの隊が申請しており、当分

インドヒマ ラヤはにぎわ うようである。

4.地    図
デラ ドン、ムス リーなど山麓の町の 1/5000

くらいの地図が市販されるようになった。ただし、

国外持出は禁止である。 1/5万 図はほとんど全

域について完成 しているようであるが入手するに

はかなり困難な手続があり、外国人にはほとんど

望みはない。

Survey of lndiaの 地図はNew Delhiは M―

ap Sales office(Janpath iBarra,cks,て
く
A'',

First Floor New Delhi-1)(土 産物売場の

2階), calcuttaで は、 Survey of lndia,Ea―

stern  Circl e(13, Wood Street, Calcutta一

16)の Mゃ Salesの セクションで入手できる。

もちろん、 Dera Dlmの SurVey Of lndiaの

本部でも入手できる。 Ne w Delhiよ りもカルカッ

タ、デラ ドンの方が版の新 しいものが入手できる。

1/100万杜度のスケールの地図なら国外持出が

できる。

5.ア ッサム ,シ ッキム情報
シッキムはカルカッタに観光案内所を開いてい

る。若いシッキム女性が愛想よく応待してくれる

が、シッキム入域の許可は、ニューデ リーの中央

-4-



■■■I HIMALAYA NEWS
政府の Home Ministryか らでないと得 られない。

2～ 3ケ 月かか る。インナー・ ライン●パー ミッ

トをとらなければならないからである。

トレッキ ングは Dzongriの 村か らTalung 氷河

の南、Gocha peak(6115π )の 西あたりまで、
また、 Forked Peakの 南、そして、Tikipchhu

の村あたりまでが団体に限って許可になり、10日

間滞在できる。

個人の観光の場合は 4日 間しか滞在できない し、

東は Rongliま で、北は Phodo ng,西 は Pemaya―

ngtse, Tashi Dingま でである。

シッキム観光局は下記にある。

Delhi:Hansalaya,15 Barakhanba Road,Ne―

、7 1)elhi  l10001

Calcutta:Nhnsarowar Bullding,3B

Carnac Street, Calcutta 700071

その他  シリグリ,バ グ ドグラ, ダージリンに

もある。

アッサム入域事情も 3年ほど前とそう変りはな

い。一般にオープンされているのは

Gauhati,Kaziranga, Manasの 動物園のみ

である。ここ以外は Gauhatiの 観光局で許 可のと

れる場合がある。

TOurist lnfOrmatiOn office,Station Ro―

ad,Gauhati-1

または Directorate of Tourism,Assam,

Gauhati-1

なお、一般的な案内はカルカッタの Assam

House(3 Rusell Street, Calcutta)で得

られ る。            (沖  允人)

ヒマラヤ10,000キ ロ
オー トバイ野郎の疾走

イ ンドのマハラシュ トラ州ユースホステル協会

の 5人のメンバーがォー トバイによリヒマラヤを

東西にかけめ ぐったという痛快な記録。

Dorzi Lahtoo(35)を リーダーとする一行は、

79年 6月 初めにボ ンベイを出発した。デカン高原

を横断してカルカッタヘ、ついでシ リグ リ→ガウ

ハテ ィーを経て 3,281π のセ・ ラを越えて ブータ

ンに入 った。

ティンプーか らダージリンヘ、そして シッキム

のガントックから 4,281π のナツ・ ラに立った。

南下 して トリブバ ン道路か らカ トマ ンズに入 リポ

カラヘ。この途中 1人 が足に軽傷を負う。

引返 して、″ヽ リアナからガルワールに入り、ナ

イニタールー→アルモラ→ラニケ ッ トー→バ ドリナー

トまでさか上り、ケグルナー トを見てテリーから

ムス リーヘ。

ここで地すべりに出会ったがかろうじて脱出した。

一行は更に、チャンディガールか らマナ リ, コ

クサールの山岳道路を走破 し、パ タンコットを経

てスリナガールヘ。 (8月 初旬着 )

最後の行程は、ゾージ・ ラを越えてラダックの

レーまでの 272マ イルであった。

一行は更にバ ララチャ・ ラを経て マナ リヘ抜け

る予定だったが道路閉鎖のため断念 した。

総 走行距離 10,000キ ロはイン ドでの長距離走

行の新記録だという。

使用 したオー トバイは 250∝、何ともうらやま

しいア ドベンチャーである。

今年はモスコーまでの長丁場に挑戦するチーム

があるという。

〔編注〕 HAJ会 員でヒマ ラヤの東端か ら西端ま
で山岳道路をひろいなが らの大 トラバースに挑

戦 してみませんか。 (ア ルナチャルからヒンズ

ークシュまで)

《ネパール》

今年発行されるネパールの切手

最近、ネパールでは面白い切手が出されている

が、今年は次の 3種が予定 されている。

率ゴダバ リとダウラギリ

率 ヒマラヤの薬卓 (コ シ ョウとダイォウ)

率文学者シリーズ (Gyan Dildasら 4人 )

ランタンでヘ リコプター墜落

昨年の 12月 27日 の朝、ロイヤルネパールからチャ

ーターし、西独のツー リス ト5人 が乗り込んだヘ

リがランタンから10kmの 森林の中に落ちた。

生存者は無かったもよう、ヘリは陸軍所属のも

のだった。
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HEnu崎田 H田昴 00k
by Jo SirCar, 1979

著者はカルカッタの銀行員であるが、ヒマラヤ

が好きで、 111に 登るだけでなく、登山史も研究 し

ている。 20,000フ ィー ト (6,096π )以 上のネ
パール、カラコルム、イン ドなどヒマ ラヤ全域の

山をABC順 に並べ、その簡単な登山史を付 した
のが本書である。なかなか利用価イ直が高い。14×

22o鴨 168P, 30 Rs。

自費出版なので本屋からは入手 しにくい。下記

のところに若千送 ってきているので送金、送本代

を含めて 1,500円 で申込みのこと。

〒 468名 古屋市天白区一つ山 1-“ -7

沖允人 振替 名古屋  71129番

① R・ W・ サザーン著/鈴木利童・訳,「 ヨーロ

ッパとイスラム世界」, 岩波書店, 198003, V
+201p+Sp, 1,100円 ,(岩 波現代選古42)。
②メンデス・ ピント著/岡村多希子・ 訳,「東洋
i日 暦香́ξ己・ 3」 , ゝ「 凡ネ上 19800 3, X+323p,

1,400円,(東 洋文庫373)。
③平山郁夫,「 シルクロー ド変幻」,美術出版社,
1980 ・ 4,  1441p,  2,500 FI]。

④炒河萬里,「砂漢の華~ペ ルシアのやきもの

一 」, 文化出版局, 1980・ 3,138p, 3,200円 。

①並河萬里,「砂漠の華~シ ルクロー ドのアク
セサリーー 」,文 化出版局, 1980・ 3, 138p

3,200円 。

③黒柳恒男・ 編訳,「ペルシアの神話」,泰流社,
198003, 268p, 2,000円 。

⑦バロス他者/池上寄夫・ 訳,生田滋・ 訳注,「 ア
ジア史― アルブ ケルケイ計 )― 」: 岩波書店,
1980・ 3,xi+594p+2p,6,300円 ,(大 航
海時代叢書・ 第Ⅱ期・ 第二巻)。

③横山修/写真 0文,「 シルクロード  横山修
写真集― 」,創思社出版,198003, 203p,

28,000円 。

③屋形禎亮・ 編,「古代オリエント」,有斐閣,

198004, 231p+Xp, 650円 ,(有斐閣新書)。

⑩塚本珪一,「 自然活動学のすすめ」, 岳 (ス プ

リ)書房, 1980・ 3, 354p,2,600円。

①深井晋乱  「ペルシア古美術研究・ 第二巻」,
吉川弘文館, 198004, 264p(A4)+20p,
15,000円 。

⑫柿崎崇,「私のイラン25年」, 東京新聞出版局,

1980・  3,  260p,  1,500 FI]。

⑬陳舜臣/NHK取 材班,「 シルクロー ドー 長
安から河西回廊ヘー 」, 日本放送出版協会,

1980・ 4, 254p, 1,500円 ,(絲細之路・ 第一巻)。

⑭講談社・中国人民美術出版社,「中国の旅―
敦建と西北・ 西南― 」,講談社, 198003,

180p, 1,800円 ,(中 国の旅・第 3巻 )。
⑮陳舜臣・ 陳、ア人,「三蔵法師の道」, |`を凡社,

198004,144p,700円 ,(平凡社カラー新占129)。

⑬朝日新聞調査研究室・編,「 アフガニスタン事

件」,朝 日新聞社,1980・ 4, 191p, 660円 。

⑭小玉新次郎,「パル ミラーーー隊商都市― 」,

近 il′【出版社,1980・ 4,283p+9p, 2,200円 ,

(世界歴史双書 024)。

①通撲初・塚本善隆/監修, 日中友好仏教協会 0

中国仏教協会 0編,「中国仏教の旅 01-― 北京
0太原・西安・洛陽― 」, 美術出版・ 美乃美,

1980 0 4,  210p,  2,000 Fl]。

⑩鈴木斌・ 麻田豊,「 ウル ドゥー語常用 6,000語 」

大学書林,198004, XIV+400p, 3,600円。

⑩長崎暢子・編,「南アジアの民族運動と日本」 ,

アジア経済研究所, 1980・ 3, 229p, 1,800円 。

④金岡照光・ 井上靖他著,「続 ●シルクロー ドと

仏教文化」,東洋哲学研究所,1980・ 4, 343p,

1,6001]。

②アレン0キ ンズバーグ著/諏 訪優訳,「 インド

日記 -1962～ 1963~」 , サンリオ、198004,

359p. 2400円 。

④伊藤秀五郎,「北の山」,中央公論社,19800

4, 228p, 300円 ,(中公文庫M122)。

②白旗史朗,「山と写真  わが青春」,岩波書
店, 198004,224p,480円 ,(岩波ジュニア新書 )。
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特別講演

チベットとその南の入口にあたるシッキムは、

ヒマラヤ 0中 央アジアに憧れる者にとっては聖域

とも百えるはるかな地です。

最近になり、厳 しい制限つきなが らもチベ ット

の一河
`へ

の円が開かれ、また、 シ ンキムも同様の

情勢にあります。

今回、1959年 のいわゆるチベ ッ ト紛争の折に特

別のルー トによって南チベ ッ トに入 られ、また シ

ッキム国内を幾度かにわたって広 く歩かれた、野

田衛氏を講師に迎えて興味深い数々のお話を聞き、

また貴重なスライ ドを見る機会を設けました。

大変貴重な場ですので多数の会員内外の方々の

御参加を期待 します。

=己

昭和55年 6月 7日 17時～20時

東京郵使貯金会館 (東京都港区芝

公園 2-5-20

3.内 容
。講演  「チベットとシッキムを語る」

講師 野田 衛氏 (サ ンケイ新聞社編集局

編集委員)※ スライ ド併用
0シ ッキム・ ヒマラヤと トレ ノキ ング事情

チベ ツトとシッキムを語る

-6月 7日・東京 ―

き

ろこ

と

　

と

講

`||「

 日本ヒマラヤ協会野外活動委員会
4.会 費 無 料 (但 し、会員外は 500円 )
5。 ,申 し込み

準備の都合がありますので 5月 31日 までに連

絡 して ください。

X講師のプロフィール

「 ヒマラヤ」第 101号 インタビューにもある

ように、氏は1959年 のいわゆるチベ ット動乱

の折に、国境の峠ナツ・ ラを越えてギャンッ

ェなど南チベットに入域した。また、折 しも

マクマホン 0ラ インを越えてインドに亡命 し

てくる途中のダライ・ ラマとシリグリにおい

て会合 した。シッキム王室、ブータンI室 と

は古くか らの交流を持ち、昨年は、 シッキム

王妃の結婚式に招請されるなど、シッキムを

度 々訪れている。動乱前のラサおよびチベ ッ

トの姿を伝えるスライ ド、シッキム北部のス

ライ ドなどはひじょうに貴重なものである。

※木年 10月 から11月 にかけてHAJが 行なう「セ

ミナー・ トレッキ ング シッキム・ ヒマラヤ」
について も詳しい説明と地域事情等の紹介を

いたします。セミナーに興味を持つ方は必ず

おいでください。

予 告

54年 度に引続き、 11本 山岳協会の後援を得て、

全国で開催する予定ですが、本年度最初の会場は

仙台です。

高所登山を中心として、ヒマラヤに関する多 く

の情報を正しく早 く伝え、かつ課題の解決を多く

の人と共に考えようというのが この会議です .,

と き  ||イ {和 55年 7月 6日 (日 ) 9時 30分
～17時

ところ  イ山台共済会館 (仙 台市錦町 1-8-17)

第 4回 日本ヒマラヤ会議

― 仙台  7日 6日 (日 )
定 員  60 名 .

責任者   

※内容と しては「 トレッキングで登れる山をめ ぐ

る諸問題」他を予定 しています。 くわしくは「

ヒマラヤ」第 104号に掲載 します。特に東北地

方会員の参加を期待 します。
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予 告

今年度の国際交流事業として、イ ンド登山財団

(IMF)総 裁 H.C.サ リーン氏を迎えての研究

会を開催する予定で目下準備が進め られている。

既にHAJか らの招請状が送 られ、これに答え

てサ リーン氏から喜んで受諾する旨の返信が寄せ

られている。

現在、氏は、グジャラット州に中央政府から派

遣されており、日程的に多少のつめが残されてい

るが、 7月 来日の予定である。

○会員住所変更

インド・ ヒマラヤ研究集会
H・ COサ リーン氏 (lMF総裁)を迎えて

イン ド●ヒマラヤに関する最も権威ある集会を

予定 しているので多数の会員諸氏の御参加をお願

いしたい。

日程等、目下調整中であるので、集会開催要項

の詳細については、「 ヒマラヤ」次月号に掲載の

予定である。

新会員を御紹介ください

HAJの メ リットをより多くの人に/ 55年度
は飛躍的な会員増を期待 しています。同志を 1人

でも多 く。あなたのまわりを見わた して ください。

きっと仲間がいるはずです。事務局まで御一報 く

ださればす ぐに案内をさしあげます。

会員名簿作成中

目下、新 しい会員名簿を作成中です。住所,勤

務先等に変更があった方は、至急事務局まで御連

絡下さい。

新名簿は、 6月 初旬に出来上る予定です。

洋山岳書古書・新書 霧
○取扱書―世界全域山岳・探検・紀行・報告書。

◎探求書がございましたらお知らせ下さい。探

します。

③洋山岳書でご用済のものがありましたらお譲

り下さい。誠実評価。

カタログご希望の方は、郵券¥200分 同封ご請
求下さい。

堀 内 章 雄
〒 151東 京都渋劉

`代

々」、

1 -21-9
登山 ヒスキーの店山ヤ内

容137()1100

会員番号 氏  名

No ll1 2

No 1 299

N(1 800

No 134 6

No 1259

N(1 1250

No 290
Nol195
N(1  924

N(1  867

No  976

No  975

N(1  421

No l1 60

NQ  593

No l144

No 1314

NQ ll18

千明

田中

平野

太田

柿島

彦

春

子

三

裕

邦

敏

栄

陽

麻田 隆
真仁l」 美智

坂野 宏
川崎 航
野上 国
石黒 重
石川真智

佐 々木

山田つぼ

伊藤 叡一
厚地 豊
志田セツ

安西 憲



○昭和54年度新入会員名簿④  (55.1.1～ 55.4.15)

氏  名

1377

1378

1379

1380

1381

1382

1383

1384

1385

1386

1387

1388

1389

1390

1391

1392

1393

1394

1395

1396

1397

1398

1399

1400

1401

1402

1403

1404

1405

1406

1407

1408

1409

1410

1411

1412

1413

1414

1415

1416

1417

藤岡 明生
竹野 君代
柴田  拓
田中 英博
畠山  優
大野 広美
豊田  昇
斎藤 光明
岩本 健一
野畑 浩之
勝田誉士雄

木辺 正夫
飯田 徳治
新郷 イ言廣
菊地 春枝
久保塚隆子

田中 基博
滝□ 康博
北川 伸二
森田 富雄
石原 俊洋
物井 洋子
丸 誠一郎
大澤  清
石井 孝寿
三ツ元二郎

武田 良雄
遠藤 京子
北村 敏郎
山本 紘典
山形 正巳
村上 豊子
奥畑 清美
鈴木 |[ヽ |∠

増田伊世 F

松本実千代

金沢  健
高場 健司
松川 吉晴
佐藤 孝允
土谷 正伸

55 1. 5

551.11

551.16

55 1 17

5,1.19

55 1.24

55126

55 1.28

551.30

55.2. 1

552.1

552.4

552.5

55.2.12

5,2.13

55.2 13

552.15

552.15

552.18

552.28

1 55.3. 4
|
1 55_3. 4

1 55_3 14

1 55_3.15

1 553.24

1 55_3.18

1 553.24

15,3.25

1 553.31

1 55 2 22

1 552.23

1 55224

1 55_4. 2

1554.4

1 55 2.20

1 552 20

1554.7

1554.8

1554.10

1 55 4.12

155415
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集会報告
各地でインド ヒマラヤ集会

0シ ン氏を囲んで

●

ロ

J

3月 17日 の仙台会場を皮切りに、23日 までイン

ドヒマラヤ集会が持たれた。

この集会は、エアー・ インディアとHAJの 招
請で来日された Joghdtt Smgh中 佐 (エ アー 0

インディア登山・ トレッキング担当、 IMF幹 事 )
を囲む形で開催され、インド政府観光局の後援を

うけたものである。

何分にもシン氏の来日が決定したのが 3月 初め

であり、「ヒマラヤ」での広報が間に合わず、大

部分の会員の方々に通知することができなかった

のはまことに申しわけない次第であった。

また、各地の会場責任者をはじめ協力者各位に

は、短時日の間に準備をお願いし、多大のお骨折

をかけたこと心から御礼申しあげたい。

◇仙台会場 (3■7 19時～21時 参加者 28名
責任者 熊谷 洋氏 会場― 宮城県婦人会
館 )

◇宇都宮会場 (3■8 19時 ～21時 栃木県青年会
館 参加者31名  責任者― 小島守夫氏)

◇名古屋会場 (320 14時～17時 愛知県中小企
業センター 参加者28名 責任者― 科井照
和氏)

◇大阪会場 (32 19時 ～21時  大阪府青少年会
館 参加者26名  責任者― 内田嘉弘氏

0南

勲氏)

◇東京会場 (323 15時～17時 30分  エアー・ イ
ンディア会議室 参加者32名 )

※集会は、シン氏のごあいさつから始められた。

氏は要 旨「御招請いただいたHAJに 心か ら感謝

申しあげると共に、 日頃のすばらしい活動に敬意

を表 したい。私にとって日本は 2度 目であり、多

くの友人が各地におり、全く違和感がなく、第 2

のふるさとのように思われてならない。

イン ド政府は観光に大いに力を入れており、ガ

ンゴ リ地域もオープンした。たくさんの人々がイ

ンド●ヒマラヤを訪れることを願っている。でき

れば年に百隊 ぐらいイン ド・ ヒマラヤ登山隊を送

ってほしい。ニューデ リーにいて多 くの隊と会っ

ているが、私でできることなら何でもするつもり

である。HAJの 活動が日本ばかりでなく全世界
に訪れるものになることを祈っている。」と語ら

れていた。

※シン氏が持参された 160余枚のスライ ドは、ヒ

ラリー氏の「海から空へ」を中心に して、インド

ヒマラヤとその周辺のさまざまな楽 しみ方、風景

人々の生活などをまとめたもので、実にすばらし

いものであった。時間の短かさが惜 しまれてなら

ない。

また、各会場では、ガンゴトリ山群の見事な山

々が稲田定重氏、他の解説で写され、この山域ヘ

の理解を深めた。

イ ンド政府観光局の豊島さんか らは、仙台 0宇

都宮会場で、出入国に関する詳しい最新情報がも

たらされた。各会場とも、シン氏を囲んでの質疑

が行われ、生の情報に接することができたことは

大きな収穫であった。

※集会終了後、それぞれ趣向をこらした懇談会が

行われ、大いに親睦を深め合った。

京都では忙 しいスケジュールに一息入れて、会員

の内田さん、豊島さん らのお世話で、京のお寺め

ぐりをされた。 日光には小島さんら栃木地区の会

員が 自動車を出して案内した。東照宮には深く感

銘された様子であった。

先年、キシュ トワールに行かれた仙台の荒井会

員には仙台を御案内いただいた。

このようにたくさんの会員の方々の善意に支え

られて集会は無事終了した。

3月 23日 夜、東京で開かれた中華バイキングス

タイルのサヨナラパーティは、先年 ガンゴ トリに

入 った方々も招かれ、盛大に行われ、シン氏から

は、HAJの 皆さんに心から感謝する旨の言葉が

あった。

かくして、翌 24日 、シン氏は、日本に心を残 し

ながら成田を発ちアメリカに向か った。

なお、この事業の開催にあたり、経費も合めて
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多大のお世話をいただいたエアー・ インディアに

深 く御礼申しあげたい。

シン氏の発言からのメモ

シン氏のお話の中から幾つかメモ風に記す。

○インナー・ ラインの変更

ガンゴ トリ地域では、従来、スリカンタ～

ガンゴ トリ～テ リー・ サガール～ケダルナー

ト～チャウカンバの各ポイ ントを走っていた

ラインが北方に後退 し、バギラティ河および

ガンゴ トリ氷河の北方に移動したもようであ

る。 (詳 しいポイントは不明)

○複数ピークの許可取得と3o(滋ng Feeの支払い。

登山規則の一部変更により、事前に複数の

ピークの許可を取得することが可能になった

(「 ヒマラヤ」 101号参照 )。

これに伴なう政d“g Feeは 、登山開始前

(&Юkngさ れた後 2ケ 月以内)に 支払わね

ばならない。

○ トレッキ ングと登山の解釈について

原則として、ピッケル, ロープ等を用いて

頂上をめざす行為は、 トレッキングの範囲を

超えるものであるが、たとえ 5,000π 以上の

峠を越えようともこれは登山ではない。

両者の間に明確な一線を引くことは難 しい

が、高所において登頂をめさす場合は登山と

解釈されるのが一般的であり、この場合はも

ちろん IMFを とお した正式の手続が必要 と

なる。

○ トレッキ ング許可の範囲

原則として、外国人立入禁止あるいは立入

制限区域を除いてどこにでも入れる。

ガンゴ トリ氷河やチャ トランギ氷河にも入

れる。 トレッキングは、前記の特殊な地域を

除けば許可証といったものは必要がない。

○ トレッキ ングとビザ

期間が30日 以内であればツー リス トビザで

OKで ある。
ただし、30日 をこえる場合はエン トリー ビ

ザが必要となる。

イ'ン ドにノー ビザで入 った場合、空港で30

日間のビザがもらえるが、この ビザは延長で

きないので注意 したい。

○将来の解禁予測

IMFは 常に登山者サイ ドに立って関係省

庁 と交渉 し、少しでも解禁区域を拡大 しよう

と努力 しているが事実である。

しか しながら、禁止あるいは制限区域に関

する事項は IMFの 管かつではないので仲々

思 うようにはいかない。今後 とも IMFは 努
力す るだろう。

○合同登山について

イ ン ド側との合同登山による場合は、例外

的にイ ンナーライ ン内の山への登山が可能に

なる場合がある。特に女性隊が優遇されると

いうことでもない。

○シッキム・ ヒマラヤヘの入域について

2週間を限度として滞在許可が出されるが

これは内務省の特別許可が必要である。 8週

間以上前に申請することが必要である。

○未解禁峰への申請について

現在未解禁の ピークであっても将来許可さ

れる場合がある。

トライしてみることであるが、その場合必

ず IMFを 通 して申請することである。
どの山が許可になるかは不明である。

(文責 稲田定重 )

東 京 集 会 (5月 )
次のとおり開きます。今回は 3月 から 4月 にかけて、ブータンを歩いてこられた沢上氏を講師に

迎えて、最新事情をスライ ドを見ながら語 り合う予定です。

記                   沢上 登氏
5月 27日 (木 )19時から             100円 (コ ーヒー氏)

日本 ヒマラヤ協会ルーム (高 田馬場)     X出 席者は事前にuく ださい。

最近のブータン王国事情              (b03
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1。 日時 昭和55年 4月 20日 (日 )13:15～ 14:30
2.場所 岸記念体育館 4F会議室 (東京 )
3.出席者 本人出席31名 委任状提出者 339名

計 370名 (定款第25条 により成立)

4.順序

1)開 会

稲田専務理事が開会を宣 し、山倉副会長が海

外出張中の柴田会長に代ってあいさつ した。

議長に尾形好雄氏 (東京)を選任、議事録署

名人に黒沢文代氏・ 高橋亭夫氏を選出、書記に

松本正城氏を任命して議事に入 った。

2議 事

①議案第 1号  昭和54年度事業報告について

別紙報告を異議なく承認した。54年度は、ほ

ぼ計画どおりの事業が消化された。

②議案第 2号  昭和54年度収支決算について

別紙決算報告を異議なく承認 した。

③議案第 3号  定款の一部改定について

本会定款について、下記のとおり改定するこ

とを議決 した。

。第 2条の事務所の所在地を「東京都新宿区

高田馬場 3丁 目23番地 1号」に改定。

O第 5条  会員の種別について次の様に改定
本会の会員の種別は次のとおりとし、理

事会において別に定めるところにより、入

会金および会費等を納入しなければならな

い。

1.正会員

1)通常会員 本会の目的に賛同し、本会
の定める入会金および年会費を納める

個人とする。なお、夫婦でもって会員

になる場合は、それぞれ入会金を納め

るものとし、年会費は、いづれか一方

が納める。

2終身会員 本会に入会後 3カ 年以上在
籍する会員に して、別に定める寄附金

を納めた者とする。

2.賛助会員 本会の目的に賛同し、別に定
める賛助会費 1□以上を納める団体ま

たは個人とする。

3.名誉会員 本会に対 し特に功労のあった

者のうちから評議員会が推せんした者

とする。

なお、従来の「客員会員」は廃止 した。

。本会の社団法人化にともなう法人定款につ

いては、現定款の改定に連動 して改定する

もの とし、また、法人定款の各条項におい

て、その趣旨を変更 しない範囲で字句の修

正および加除を行 うことについて理事会に

一任することを承認 した。

④議案第 4号 会費の変更について

昭和55年度から年会費を「 6,000円 」に変

更す ることを承認 した。変更の理由について

は「 ヒマラヤ」第 101号 および 102号 に掲載

したとおりである。

③議案第 5号 昭和55年度事業計画について

別紙計画書のとおり承認した。

③議案第 6号 昭和55年度収支予算について

別紙予算書のとおり承認した。

⑦その他

。役職員の旅費等について費用弁償を完全に

行なうことに配慮することが提案議決された。

O遠征隊の派遣等にともなう別会計を本会収

支の中に繰込むことを執行部から提案 し、議

決された。

4。その他 なし

5.閉会  稲田専務理事。
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昭 和 54年 度 事 業 報 告

自昭和54年 4月 1日

至 昭和55年 3月 31日

I 一 般 事 業
1.情報管理事業

D調査書による各隊の情報収集・ 整理 0フ ァイ

リング

2情報モニターによる情報提供

3コ ピーサービスを開始

2.調査研究事業
1)専門研究会による活動

'日
本ヒマラヤ研究所設立計画書作成と資金渉

外の開始。

3ヒ マラヤにおける遭難事故調査とその解析

(1970年以降 )

3.高所登山事業
1)第 3回 ヒマラヤ登山学校の実施 キャシー ド

ラル (6,400π )に 13名 (指導員 4名 )を 派

遣、 5,850π に倒達。

0第 4回 ヒマラヤ登山学校の編成 と準備 ケダ
ルナー ト (6,940π )の 許可取得、現在隊員

18名 、指導員 4名を決定 し、内田隊長を中心

に準備推進中である。

3)第 5回 ヒマラヤ登山学校の許可取得 ナンダ●

コットについての対インド渉外。

0指導員登録制度についての検討

9ガネッシュ●ヒマールⅡ峰 (7,150π )81年

ポス トの許可取得、準備推進中。

0サセル・ カンリI(7,672π ), Ⅱ, Ⅲ峰に
ついての渉外を実施。56年～57年 実施を目標

としてイ ンドとの合同遠征を折衝 している。

4 野外活動事業
1)第 1回 セミナー・ トレッキング隊の派遣 21

名 (指導員 2名 )を 12月 30日 ～ 1月 16日 まで

ネパール ●ヒマラヤ バイラブクンド付近に

派遣し、成果をあげた。

Dイ ンドoガ ンゴ トリ山群に調査員 1名を派遣、

最新寝情を調査・ 報告。

0第 2,第 3回 セ ミナー・ トレッキング隊の許

可渉外 (イ ン ド・ ネパール)

5.指導・ 啓 もう事業
1)日 本ヒマラヤ会議  日山協後援のもとに、第

1回 山形 (12月  50名 ),第 2回京都 (2月
45名),第 3回札幌 (3月  47名 )を実施 し
た。

2)地域研究会 水戸 (4月 ), 福島 (5月 ),
広島 (2月 ), 名古屋 (2月 )で 実施 した。
3)イ ンドoヒ マラヤ遠征情報交換会  3月 16日

東京で開催、14隊 40名参加。

4)イ ンドoヒ マラヤ集会  IMF幹 事 J.シ ン

氏を迎えて、仙台 (317),宇都宮 (18),
名古屋 (20), 大阪 (21), 東京 (23)で開

催 した。

'野
外活動研修会  9月 に富士山で開催 (3日
間)、 20名参加。

0高所登山懇談会  1月 (東京)で実施、 100

号記念座談会を兼ねて。

7)定 例集会 札幌, 酒田,仙台, 東京, 名古屋,
大阪,京都で開催。

8)小集会 群馬, 福島,東京で開催
9公式報告会 登山学校報告会 (1027)
10ネ パール 0ヒ マラヤ研究集会  ネパール観光
省登山部長 S.R.シ ャルマ氏を迎えて、84
～18ま で、札幌 , 仙台, 東京, 大阪, 福岡で

開催、延 200余名参加。

11)登 山学校隊 (8月 ), カンチ ェンジュンガ偵
察隊 (2月 )の壮行会を開催 した。

6.機関誌発行事業
ヒマラヤ昭90号～ 101号を発行 (100号は記

念号として増頁 )

7.出 版事業

1)年報「 HIMALAYA」 編集委員を委嘱 し

編集中、 8月 刊行予定 (120頁程度 )

,イ ンド・ ヒマラヤ記録 原稿完了、第 3回報
告 として年報に収録の予定。

3)バ ツーラⅡ遠征報告 8月 刊行予定で編集中
8.国 際交流 5業
1)ア メ リカ・ イギ リス・ フランス oドイッ等 10

ケ国の山岳団体・ 機関との情報提携。

0ネ パール観光省登山部長 S.R.シ ャルマ氏を

招請 東京で公式 レセプション、サ ヨナラパ

ーティを開催 した他、各地で岳界との懇談会

を実施した。

3)イ ン ド登山財団幹事、 J.シ ン氏を招請、東
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(単ィ、ケ 円)

京で歓迎会、各地で懇談会を実施 した。

4菊地評議員をイ ンド・ ネパールに、稲田専務

理事をインドに派遣 した。

9.国 内関連団体との協調

日山協、他との機関誌交換、事業提携等を行

なった。

10.社団法人化の推進

文部省の御指導のもとに、条件整備をはかる

とともに、法人化拠 出金,寄附金等により、基

本財産の充実につとめた。

11.独立事務所 (会ルーム)の 開設と常勤職員の

設置

譴年 11月 1日 より開設 (3室 50平方π)、 職

員 1名を雇用、備品等を大幅に導入 した。

Ⅱ 特 別 事 業

1.カ ンチェンジュンガ学術遠征事業

偵察隊 7名を 3月 に派遣 (2名は54年 11月 に

先発)、 本隊 (学術隊を含む)29名 を選考、文

部省後援決定、資金および実務準備・ 研究を強

力に推進。

2.日 本 ヒマラヤ研究所開設準備

検討の委員会を開催、構想・ 基本計画を作成

し、資金渉外を実施。

X その他 (会務)
1.会章の制定 会員より公募 し、斎藤氏 (酒
田)の 作品を採用、会旗・ バッジ等を作成、

氏には記念のタテと感謝状を贈呈 した。

2.会員拡大運動を推進 し、100余名の入会を

みた。

3.第 3種郵便差出局を変更 した。 (事務所所

在地へ )

4.3月 1日 より臨時職員 1名を雇用。

昭和54年度収支決算報告

自昭和54年 4月 1日

至 昭和55年 3月 31日

1.一 般 会 計

収入の部

支出の部

2.基本財産会計

収入の部
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予 算 額 決 算 額 増・減(△ )
大  科  目 中  科  目
基本財産運用収入

入 会 金 収 入

会 費 収 入

( 0〕 (104.273) (104.273)

基 本 財産 利 懸収 入 104,273

( 500.000〕 ( 47000()) (△ 30,00(

入 会 金 収 入 500000 470.000

2.600.000〕 (2.174065) に425.935)

通 常 会 員会 費収 入 2400000 2.174065

賛 助 会 員会 費収 入 200,000

事 業 収 入

登 入

の

(2.670,000) (4,823,260) (2,153,260)

400,000 1874.270

780.000 714,200

14433601000000
360.000 365.930

30,000 425,500

100.000

収 入

受  取 息

入

別 途 会 計 繰 入 金

( 100.000) ( 28.697) (△ 71.30〔

50.000 12,743

50.000 15,954

( 0 ( 263.000) (263()00)

前期繰越収支差額 ( 0〕 (  4,72C (  4,720
前 期 繰 越 収 支 井 額 4,720

計 5,870,000 1.998,015

決 算 額 増・減 (△)
大 科  目

科   目

(1.820000)

予 算
.額

(3,786,856) (1966.856)

120,000 1.024,350給 *:1 手 当
250.000 107,970

158.910

会  議  費
旅 費 交 通 費 250000

300.000 257.765

200,000 363.348

通  (`1  費
備  品  費

620,400

109521
事 務 所 費
・,務 用 品 費

1   160()00

_L___壁翌■
印 刷 製 本 費 250.000 314.589

30000

100.000 67.190

5,380

21.10030000

図  し::  費
広  報  費
交  際  費

品

水熱

消

光

14.560

21.455

603709初 度 調

人 費

0

50000
((4.079,760

68.500

30.700

129,240

費

国

理 費

調 査 研 究 費

登 山 費

啓もっ

発

支χ
‐

70000

金

587

財産繰人

別途会計繰人 支

特別会計繰人 支

イ:額|り 1績
`失

その他 事 業費

|1浩 百 廿
―
―
一  十′―

爾 0

「 l勘 算

150,000
△

・減 (△)

45,727

1.000,000

2.000,000

0

585,000 △ 4

793,330入

収 人定

人 出拠 金

用 収 入

予  備  費



予 算 額 決  算  額 増・ i蔵 (`ゝ)

2.441.500 2.441.500

6,591.500 6,724,103 132.603

貸 方

金

託

替

品

価

金

権

金

信

振

　

力
（
　

人カー‐
収

銭

仲

　

山

　

講

定

金

郵

備

０

敷

電

人

15,633,245

1,000.000
2,941,500
318,761
1,492,822
1,077.000
320.000
80.300
4,896,670

費
定

金

権

金

産

Ａ

分

分

分
徴
一

〓ヽ
剌

立

入

立

オ

ヽ
ヽ
製

収

継
一
一

４
Ｉ
　

加

　

●
／
，
１

人

う
収
一

見

積

　

積

　

　

附

よ

も
越
一

受
等

‐

．
，
本

収

寄

‥
番
篠
一

札
別
金
‘
　
　
〓
鳴
〕
川
一

‐
‐

　

　

　

　

　

　

　

，

　

．４

１

一

前
―‐――‐
特
敷
別
基
米
指
機
指
次
一一

2.569.822
506.701
400.300
498.875
6.619.830
1,106.670
3.560.000
180.000
50 000

______1_397
15.633.245

予 算 額 決 算 額 増・ 減 (△)

104.273 104,273

6.591,500 6,619.830 28.330

勘 定 科 目

一次

6591 500 6724 103 132603

支出の部

3.別 途 会 計

収入の部

支出の部

4特 別 会 計
収入の部

肇末収会費は、通常会費未収分を 含めていない。

6.財 産 目 録
昭和55年 3月 31日 現在

支出の部

総括収支計算書

※備品明細

嶺収支差額金の管理については、「 財産「l録」を参照 して 卜さい .
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勘 定 科 目 予 算 額 増・ 減 (△ )

受  取  利  息 48,000 1751 ′:ヽ   28,825
ヒ マ ラ ヤ 研 究 所 300,000

運 営 資 金

∠ゝ  300.000

/ヽ  100,000

前 期 繰 越 金

100,000

880.000

計 1.328,000

000

175 △ 4

決

一

875 △ 125

(ヒ マラヤ研

(迎  1こ  基
計

出

一額

金 ) 500,000)

次 期 繰越収

ヒマラヤ研究 0

1,328.000

△ 825

( 380,000)

899.175

( 118.875)

受

負

指

前

定

定 寄 附 金

101 縁 越 金

'ス

  不|1  憲
111 金  1又  入 9.

000

7.510

10. 700

50.000

600.000

△    7.490

1.694.700

どゝ 950,000

10. 300.000

15000
0

300.000

( 300.000)

(       0)

決 算 額
10.582.509

0

263,000

506.701

(  300.000)

(  206.701)

予 算

2 10737

力″ ェ″ ュ劾 遠征 出

増 。′。支(△ )勘 定 科 目

fL井 記 念 支 出 金
一般会計級入金支出

次 郎1 繰 越  金
(亀 ‖1記念基金 )

(カ ンデ 遠 ■ )

15.000

263.000

206.701

1 000

手   許 34.208

( 3471.984)

支チ1593803

摘         要 金    額
(    34208)

現   金

63.000

78.007

148,612

( 
電話加人権 (03-367-8521)

3金 鋼 高 [

受 会 費

2末 払 い 金

1.307.817

」___

11

|(

5米  収 金

(2.941

4郵 使 振 替

506'押 k金

業負 金 未収

r新宿 支店 5136696

友信
`|[銀 行新篠 支

「!件 36696

1.000.000

55年度通常会費前受分

協会 ;j務 所 (.||!【 111(嶺 備品 ||!1411参 照 )

東邦銀行富岡支ri 146452

:用 金庫 63468

1.600

8備

1現  金

普 通 預 金

東 京 0-48951
東 京 0-164655

1 492.822

( 1.077.000)
1 077000

15.633.245

(    26850)
2.900

住友信託銀行新宿 支店

12285     127768
127769    127770

鶴 111「 秋

郵使振替不
'サ

1金 (NQ17)

Exp 市|
アルパ イン・ ン `―

紀 1川 l llヽ (和 えタイプ ライター )

東京 リコー (|'コ ヒー DT/300)
イ,lt   合    gl

機関誌広告料未収金

( 4.896.670)
1.106.670

100.000

3.560.000

180,000

50.000

(   320,000)

320.000

(    80.300)

80.300

(1.492.822)

2,941.500

318.761)

282.063

36.698

2.350

20,000

|~

_|

|

資
|, 金

登 ||1装 備一式

産    合
(在 イ ン ト)

計

18174
280000
467824

(   112.800)

112800
328.174

9登 ||1装 備

特別 11業 負 |11金収入

そ   の   他
前 期 繰 越 勘 定

1 119,065

4.823.260

15.954

143,701

1.435,000

2,793.330

10,694,700

18,650

5,102,220

の
１

入

人

人

人

息

入

入

ヽ

１
・　
又
　
　
　
　
　
　
又

収

ノ
一
　

―‐

収

収

　

利

‐

員

金

　

　

　

収
　
　
金

ヽ
ヽ

会
費
業
　
収
附
嘱

入

会

事

雑

受

寄

終

部

一　

．
金種

収

一

470.000 費

費

出

出

理

業

支

支

管

事

計

業

計

計

‐ヽ
・

会

会

′
ヱ
∫

般

般

途

別

一　
一
別

特

差 引 収 支 丼 額

の  部

61 880

種
一

7,766.423

3.786,856

4.079.762

400.300

10.582.509

借

現 金 34.208 仙   |, 26.850

餞

宛 名 印 刷 機

英文タイプライター

英文タイプライター

スライ ドプロジェタター

メし  い  す
ス チ ー ル 机

スチールキャヒネ ット

２

１

１

１

１

１０

１

１

‐

カー ドケース 70.000

120.000

60.000

28,000

30.000

50.000

80.000

120.000

備    考評  価

ユ 貸借対照表
昭和55年 3り 13111現 在

「_

|

6敷

|

|
|

|

|

|

,|,



数 量 評 価 額 1議    考品 名
１

１

　

１５

２

１

１

１

２

２

１

１

１

２

１

１

１

１

164,522

430.000
69.000
33,000

20.000
22,000
10,000

25,000
22.000
13,000

12.000

14,900

16,700

17,100

11.250

11475
10875
12,000

1 492822

和文 タイプライター

電 子 リ コ ピー

会     旗
折 た た み い す

片そで机,い す
両そて机. いす

ファイ リングキャビネ ッ

|::     庫
テ  ー  フ  ル
:1:   た   な
レ タ ーケ ース

ガ ス ス トー ブ

茶 ′ ン ス
フ    ト    ン
タイプスタン ド2型

;黒      板
ペーパーカ ′ター

ホワ 4ト ボー ド

計

登 山 備 一

計

合      fl

一 人 1.077.000

1.077.000

7.刊行物棚卸現在高
昭和55年 3月 31日 現在

昭 和 55年 度 事 業 計 画

自昭和55年 4月 1日

至 昭和56年 3月 31日

I 一 般 事 業
1.情報管理事業

昭和56年度より「 日本 ヒマラヤ研究所」へ全

面移管を前提 として。

1)会 員内外に対する情報提供 と企画指導

'レ

ファレンスサービス

2.調査研究事業

1)専門研究活動の再編成と会員登録

0遠征等の救助共済組織の検討と事故防止対策

の研究

3.ヒ マラヤ登山学校事業

1)第 4回 ヒマラヤ登山学校の実施 (ケ ダルナー

ト6,940π  22名  うちイ ンス トラクター 4

名を含む  9～ 10月 )

,第 5回 ヒマラヤ登山学校の準備 0訓練 (ナ ン

ダ・ コット 6,861π  22名  うちインス ト

ラクター 4名を含む 56年 9月 ～10月 )

3イ ンス トラクター登録

4.高所登山事業
1)サ セル ●カンリ (7,672御 ｀遠征の具体イ′

(56年～57年 2カ 年事業で実施、イ ンド側と

の合同登山)渉外打合

256年ポスト ガネッシュ●ヒマール 2峰 (7,
672π )隊 準備推進

9登 山許可申請 0取得  シブリン (6,543π )
ア ンナプルナ 1峰 (8,091π ) ナンガパル
バ ッ ト (8,125π ) チャウカンバ (7,138
π) ガンガプルナ (7,454π )他について、
56年 プレ以後各年次の許可取得

5.野外活動事業

1)セ ミナー・ トレッキ ング隊派遣

第 2回  シッキム・ ヒマラヤ 20名 (イ ンス

トラクター 2名含む) 10～ 11月

'第 3回  ネパール ●ヒマラヤ ゴルカ地域
20名 (イ ンス トラクター 2名 含む )

55年 12月 ～56年 1月

第 4回  カンチェンジュンガ地域 20名 (イ
ンス トラクター 2名含む) 56年 4月

～ 5月

,自 転車によるインド亜大陸横断計画の推進。

56年 実施予定

6.指導啓 もう事業
1)日 本 ヒマラヤ会議の開催。55年 6月 ～56年 3

月、札幌・ 仙台・ 長野・ 大阪・ 高知・ 福岡で

開催、各50名

2地域 ヒマラヤ集会 55年 6月 ～56年 3月 、秋

田・ 酒田 0水戸・ 小山・ 富山・ 広島・ 長崎で

開催

0野外活動研修会  9月  富士山 40名

0高所登山懇談会  7月 011月 (東京 )

9公式報告会 カンチェンジュンガ偵察隊 (7

月)登 山学校 (11月 )

0定例集会 札幌・ 仙台 0東京・ 名古屋・ 天阪
で開催 (小山行を含む )

η小集会 各地で随時開催

0イ ンド・ ヒマラヤ研究集会 7月  札幌 0東

京・ 名古屋・ 京都で開催

9第 2回 インド・ ヒマラヤ会議 (旧 インドoヒ

マラヤ遠征情報交換会 )

10そ  の 他

刊  行  物  名 数 量 単 価

2,400

2,400
2.000

2.400

1.600

3,500
3.000

500

評  価  額

840.000

57.600

740,000

1.058.400

848.000

122.500

60.000

3.726.500

1ヒ マラヤを歩き、登るために
2シ ェルパの履歴詳
3カ ンジェラルワ初登頂
4イ ンドヒマラヤのすべて

5中央アジア●シルクロー ド
6カ シミールの盟 主スン
7 トリスルの28日 間
8機 関誌「 ヒマラヤ」

350

24
370
441

530

33
20
3.215

計
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A.秋のヒマラヤ集会  9月 (富士山)野外

活動研修 と併せて実施

B.壮  行  会  カンチェンジュンガ学術

遠征隊 (12月 )、 第 4回 ヒマラヤ登山学

校 (8月 )

7.機 関誌発行事業

「ヒマラヤ」第 102～ 113号の発行 (月 刊、

26～ 30ペ ージ)

8.出 版 事 業

1)年報「 HIヽ償LAYA」 第 1号発行 (8月 )第

2号編集

2)バ ツーラ 2峰遠征報告書発行 (8月 )

3カ ンチェンジュンガ偵察仮報告書発行 (9月 )

9.関連学術事業

東ヒマラヤ調査 10～ 12月 、 1名派遣

10 国際交流事業

1)外国代表の招請 イン ド登山財団総裁 HC.
サリー ン氏を招請し、各地で研究会を開催

(7月 、 12日 間)

2代表派遣  ヒマラヤ諸国及びヨーロッパ諸国
に代表派遣

3各国山岳団体・ 機関との情報交換 (14カ 国)

■.国 内関連団体 との協調

日山協、他 関係団体 との協調・ 交流
2組 織 整 備
1)社団法人設立許可申請 (年度内の早い時期に

法人化を希望 )

,執行体制の強化、専任事務局員 1名増員

3基本財産の充実強化 (拠 出金,寄附金等の推
進)

Ⅱ 特 別 事 業
1 カンチェンジュンガ学術遠征派遣 事業
本隊を56年 1月 に派遣、偵察隊 (7名 )派遣

中・ 総括。

2 日本ヒマラヤ研究所設置事業
1)施設設置・ 運営計画策定

0文献調査と調達開始

3研究及び情報管理 システムの検討

4)英文ニュース レター (隔月刊,機関誌「ヒマ

ラヤ」のダイジェス ト)

9英字紙編集準備

0財務渉外,専任職員の設置

3.ポ ス ト・ カンチェンジュンガ計画の樹立と渉
外

中期計画による構想樹立と渉外・ 調査の開始

Ⅲ そ の 他
1.運営諸規程, 規則等の整備
2.事 務 整 備

昭 和 55年 度 予 算

自昭和55年 4月 1日

至 昭和56年 3月 31日

1.一 般 会 計

収入の部
(中 f′  ||」 )

支出の部
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大 日

54年1 397

120名 X5.000

・卜 業 収 入

繰入金収入

別会計繰入金収入

別途会計繰入金収入

(南 考

(1

450.000)|(

|( 600000)

額

燎本財産利 [収 入 450000

人 会 金 収 入 600000
( 4.900.000)

通常会員会費 |

出

関

国

雑 1又  人

lf
■・コビー・手

室 料

カ ンチII別 会計負担

会 費 収 入

賛助会員会費収入

1

入会金収入

用収入
産

750名 ×6.000

8 11

専門研会費

運営費負担

各隊 `:,務 手卜′t費

運営費負担

参加者負|'金 他

広  `1「  料
刊行物 `)1布 収入

負押金収入

協賛金・ 他

4.500.000

400000
(9.670000)
30.000

20.000

1 800.000

80.000

2.000.000

2.600.000

1 010000

７

・　

　

・

■

，

―
―

|li報 管 ,W事 業

調 査 研 究 事 業

登 山 学 校 事 業

出 所 登 |||夕 業

野 外 活 動 l・ 業

指 導 啓 も つ事 業

機 lkl誌 発行 事業

事

術

流

・ ；

版

学

交

一蠅

連

際

レ

一入

入
入

収
．収
一収

息

‐
一雑

利

半
・他

取

貸
一の

業

業

・業

一業

一

[|] お1  日

００

００

００

００
・００
．００

００

００

００

８０

５〇
一〇４

３０

４

1

50000
215000)
200000
15000

50.000

000

人 牟I Iヨ 考

管

等

0003.

費

費

費

一

旅

一

給

90

中  科  日

350000 役職:ミ , 他

牌
日腋

300.000

法  人

諸  税  会 60 000

30 000際
′

`

7.01 2.000

務 用000 :;

係所 関 等

1     500000 ‐未払い分合み
1     650000 名簿,パフォーマンス他

50 000

200

接待費,

|,, 他

ガ ス

000

繕

一苛

営

一什

備i 算 額

費

費 |

費 | 30.000 ;,務 所脚係等
費

費

費

料

費

費

100000

料
一当一手

通

搬

・

交

通

一話

耗
一品

製 本

＝

薇

熱

・
水

議



勘   1 1__L_壁 __, 予 算 額
中 科  日

備 考

大 科 目 |

事 業 費

手   数   料
諸   謝   金

17,000 郵使振替,銀行
20.000

雑 費 30,000

( 790.000

50.

調 査 究 専門研活動費,他
登 山 学 校 ,業費 1.180.000 hiructor派 遣費

高 所 登 山 事業費 40.000

野 外 活 動 事業費~7戸
藉τ丁勇藉¬

1.240.000

1.950000 集会開催費,他
機関誌発行 事業費

出 版 事 業 費 1.

300.関 連 学 術 事業費

国 際 交 流 事業費 900.000 71請・
その 他 ,業 費 30.000

繰 入 金 (  700.000)

500,000

予 備 費 (  400.000)

予   備   費 400.000

次
支
期繰越収
差 額

(    38,397)

戻期繰越収支差額 1   38.397
計 16.940.397

2.基本財産会計

収入の部

勘 定 科 目 予 算 額 考

基 本 財 産 運 用 利 息

金 収 入

450.000

2.400.000

法 人 化 拠 出 金 収 入 450.000 150日

終 身 会 員 収 入 1.670.000

一 般 会 計繰 入 金収 入

雑 収 入 1.000

前 期 繰 越 収 支 差

計

6.619,830

11.5∞.830

支出の部

勘 定 科 目 予 算 額 備 考

一 般 会 計 繰 入 支 出 450,000

雑 費 30.000 募金経費, 他
次 期 繰 越 収 支 差 額 11.110.830

計 11.590.830

3.別 途 会 計

収入の部

勘 定 科 目 予 算 額 備 考

別 途 積 立金 運 用利息

一 般 会 計繰 入 金収入

15.000

200.000

498.875

計 713.875

勘 定 科 目 予 算 額 備 考

一 般 会 計繰 入金 支 出 15,000

次 期
'繰
越 収 支 差 額 698,875

( 200.000)(退 職給」引 当

(運 営 基 金 ) ( 498.875)

4.カ ンチェンジュンガ特別会計

収入の部

支出の部

5.ヒ マラヤ研究所特別会計

収入の部

支出の部

勘 定 科 目 予 算 額 備 考

管 理 費 1.530000

1.200.000

4,300.000

(注 )

初 年 度 調 弁 費

f 業 費

文   献 ( 3.550.

50.000)

000

計

文献購入費

委託料を含む

英文ニュースレター,他

(注 )職 員費及び管理費のっち一般会計合み分を除 く。

総括収支計算書
(カ ンチェンジュンガ特別会ξ十を含めす )

入 金 支 出 1.200.000

勘

亀

え差額次
一

収

(亀 井記念基金 )

征  隊 )

考(市

理費負担分

2.591.701

2.891.701

300.000

入 金 ltぺ 入

ヽ 費 収 入 10名 X10000

入

度

一

初

一
収    入 50000

500

100.000

000

計

文 け

構    別

入 会 金 収 入

会 費 収 入

事 業 収 入

雑収入(受取利息含む )

基 本 財産 運 用収入

寄 附 金  収 入
助 成 金 収 入

終 身 会 員 収 入

特別会計繰入金収入

そ   の   他
前 期 繰越収 支差額

金  額 種   月ll 金  額

600.000

5.000.000

9.670.000

170000
450.000

4.350.000

5,000.000

1.670000

1.200.000

0

7.120102

一 般 会 計 管 理 費

一 般 会 計 事 業 費

ヒマラヤ研究所支出

別 途 会 計 支 出

雑     費
――般 会 計 予 備 費

小   計

7.012.000

8,790000

7.150.000

30.000

400.000

23.382.000

次 期 繰 越 収 支 差額  11,848■ 02

計 35.230102 計 ,  35,230.102

負  111

会 員 寄 附 金

後 援 金

補 助・ 助 成 金 収 入

予 算

000

1.000

35.000.

000 000

法 人 寄 附 金

備

雑 収 入

10000.000

100.000

506.701

計

嶺現物寄附 , 事務費負担分等 24,200000円 を除 く

-18-

支出の部

報通機関、 lL



HAJ野 外活動研修事業 トレツキングセミナー (第 2回 )
昭和55年 10月 19日 ～11月 9日 (22日 間 )

霊峰カンチェンジユンガと

豊なる生命の宝庫

ンィャ||トァ7ャを訪ねる
隊員募集-6月 30日 で締切り、至急申込みを.″

すぐれた リーダー, インス トラクターの指導の

もとに、歴史・ 文化・ 自然 0人 々の生活を深 く訪

ね歩 く旅、常に知られざる地域を もとめて 1人 1

人の隊員が自らのテーマを持 って築 くゆたかな旅、

それが トレッキ ングセミナーです。

いつも未知とロマンを描いて ヒマラヤを歩き登

ってきたHAJで こそできる企画であると確信 し

ています。今回は、外 [11人が通常入れないシッキ

ム・ ヒマラヤに特別ルー トで もって道を開きまし

た。ふるって御参加ください。

詳細は、「 ヒマラヤ」 102号 参照。

◇時期 昭和55年 10月 19日 (日 )～ 11月 9日 (日 )
22日 間

◇地域 首都ガントックから東部シッキム●ヒマ
ラヤ, サンダクプー, ファルー ト, ダー

ジリン周辺およびカ リンポン

◇隊員 17名  インストラクター1名
◇隊名 隊員でふさわしい名を付けてください。
0経費 39万円前後 (一部未確定。但し、航空運

賃, 為替レー ト等の変動によリスライ ド

する。)

0参加申込  昭和55年 6月 20日 締切 (定員に
なり次第) ※シッキムは現在厳しい入
域制限を しており、 'F務局として特別の

渉外手続を要 しますので早期 にメンバ_

を確定する必要があります。至急申し込

んで ください。

日 程

1019日

"日

21火

11.1土

2日

3月

4火

5水

6木

7金

8-L

9日

η水

東京 12■5(A1301便 、ジャンボ)一 カルカ

ッタ着2030エ アポー ト・ ホテル泊

カルカッタ1300(IC221使 )一バグ ドグ

ラ着1355-ガ ントックまでティスタ河沿

いに 45Hド ライブ (シ ンタム経由)
ガントック泊

ガントックーペマヤンシェ (卓 )集 落 ●

寺院等訪問。ツー リス トロッジ泊

ペマヤンシェから トレッキ ング開始

ヨクサム (1,780π )～ バキム (3,005π)～

ゾングリ(4,030π)～ オングラクタン (4,2

65π )～東 トラン氷河～ゴチャ・ ラ(4,94
0π)帰 路は一部異 った道をペマヤンッ
ェヘ。ロッジ及びテン ト泊。

一カ リンポン。グラハムスクール他訪間

一ダージリン。 HMI,他 市内見学・ 交
流。

―サ ンダクプー (3,680π)頂上のロッジ

泊、カンチ, エベ レス ト, ジャヌー大観

― ファルー ト。ネパールとの国境を歩く

一ダージ リン。自由研修

ダージ リンー車―バグ ドグラ (14。 251C
222便 )一 カルカッタ着 15.20エ アポー ト
●ホテル泊

国立博物館見学  カルカッタ13.45(■3
312便 )一バ ンコック17.30着  市内見学
バ ンコック 050(A1308便)一東京 10
30解散
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《特別稿》

国際協力成功のための条件

国際協力の主体

一 特にボランテイア協カー

国際協力は、第一に政府が、第二に大企業がや

るものとい う考えが一般化 している。前項の南北

問題の争点の解決には、大きな力がいるように思

われ、小さな、あまりにも小さい個人の奉仕的協

力など何ら解決の役にたちそうにもないように思

われがちだが、果たしてそうであろうか。私はそ

うは思わない。個人の奉仕的協力、即ち前掲の 2

つに加えて第二にボランティアによる協力を大い

に活かさなければ片手おちの協力 となろう。 (海

外協力の哲学、川喜田二郎著、中央公論新書 )

第一の政府は莫大な組織 と権力 と金をあわせて

持っている。 しか し、形式主義であり、官僚主義

である。政府は政府の援助であり、民衆のニーズ

とは直接関係のない場合が多い。さらに国際社会

の地位や資源・ 市場戦略のための地政学的見地や

経済的利益と自国の国益を中心に援助の価値を判

断する。

第二の民間企業は、働き蜂と ECの秘密レポー

トに書かれたよ うな活動的な社員 と、豊富に自由

に使える金をもっている。しかし、金儲けの こと

で頭がいっぱいで、何事も金儲けとの関連で物 :I

を判断し、相手のことなども忘れて金儲けに社員

を奔走させるわけだか ら、彼等を東京の本社の方

ばかりに向かせて、現地社会にとけこませる時間

国際協カ ー私の方法一
真のニーズを捉えて

住民の「こや し」になろう

ネパール教育協力会

石  田 進

余裕もない。

第二のボランティアには、自発性と友情、真の

人類愛がある。そこには、純粋に相手のために役

立とうという意志がある。利益を求めない奉仕的

精神がある。従ってボランティアは、親身に、身

軽に、相手の中に入り、相手の真のニーズを捉え

て、相手に役立つ協力を探すことが可能である。

しかし、ボランティアは、あまり金を もっていな

いために、協力に成功 しても、継続 しイ:ヤないで短

期間で消えてしまう可能性 もある。ボランティア

は、豊かな人類愛で もって相手の心にとび込み、

真のニーズを提えたならば、それに沿って相手を

前面に押 し出し、その人々のこやしとなって協力

する。そこで、このボランティア協力の灯を消さ

ないためには、その中か ら芽が出て育ってきた事

業については、政府や企業が、そっくり肩代りし

て育てることも 1つの方法である。この場合、日

本の政府や企業でなくてもよい。 ドイツ, オース

トラリア, カナダ等の政府でも企業でもよい。ま

た、国際連合や国際赤十字社のようなところであ

れば、なお理想的である。

ボランティア協力は、 自他がともに生きる方法

であり、単なる犠牲やあわれみではない。相手の

立場に立ち、相手の身になってその気持ちを理解

し、自分の能力に応して、できる限 りこれに応え

ていこうという個性の開発に伴 った行動である。

国際協力に、一市民 として個人がかかわる方法

として、ボ ランティア協力の方法が、最適の方法

であり、私が採る方法でもある。
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2.真のニーズを捉える

TVAで 有名になった後進国協力会社を経営 し
ているリリエ ンソールは、発展途上国の協力の成

功の秘訣を新聞記者にたずね られて、彼は「いち

ばんむずか しいのは、真のニーズをつかむことで

す。技術的問題はどうにでもなりますよ」と答え

ている。ニーズの重要性 くらい誰でも知っている

が、「真のニーズ」とは何なんだろう。政府のニ

ーズと、民衆の真のニーズは、多 くの場合食い違

っている。民衆のニーズが真のニーズかというと、

そうとは限らない。銃や手投弾は、い くら住民の

切なる声であっても、近隣の地域住民にとっては

迷惑なことである。ニーズには自民族中心主義の

危険が含まれている。世論調査票を集計・ 分析し

たような結果が真のニーズとはならない。単に民

衆が望んでいるという段階ではなく、その地域の

自然 と、その地域に生活 している人間を含んだ、

大 自然の意志のようなものをできるだけ正直に反

映 したようなニーズが「真のニーズ」である。

KOJ法 で有名な川喜田二郎氏は、 1970年にネ
パールのポカラから 3日 ほど歩いた ところのシー

カ村で、塩化ビニールパ イプの簡易水道工事を大

成功させた。日本か らのパイプ輸送の途中、ポカ

ラで ビジネスポーターに逃げ出されたが、シーカ

村の27人 の若者たちが、素足を石角でけがしなが

ら、豪雨の中を 41」 間の奉仕でパイプをシーカ村

技術を村民は十分に習得 し、その後の断水故障を

自らの手で修理 し、新たな水道を も建設 している。

さらに、シーカ村東方の峠向うのウレリー村とい

う貧 しい村でも、はるか山の上か ら丸太を くり抜

いた水路を作り水道を建設 している。

なにがこのような大成功をさせたのであろうか。

成功 した要因は 3つあると思 う。その 1つ にボラ

ンティア協力である。政府が協力 して くれば、変

更させ られたり、やめさせ られた りしたかも知れ

ない。他の 1つ は、真のニーズを捉えたからであ

る。これは、1964年 に川喜田氏が シーカ村で村民

との炉端の対話か ら生まれた計画であった。とい

っても、村民が真のニーズを自覚 して話題に した

のではない。い くら村民の声を聞き、それに従っ

てやればいいなどといっても、村民たちは、水道

の塩化 ビニールパイプなど見たことがないのだか

ら、ニーズの発生 しようがないわけである。村民

と川喜田氏の幾回かの対話のやりとりのなかで、

知らなかったネパールの山の上の村の事情がわか

り、塩 ビパイプのことを知っている川喜田氏か ら、

水道管の話 しが出て、水道工事の対話のやりとり

が起 こり、日本の川喜田氏とネパールの村民とい

う違 うものがふれあって、そこに膝を打つような

真のニーズが発生 したのである。

真のニーズを捉えるには、相手国の要請や何を

援助協力するかというのではなく、現地へ行って

地域住民との対話のやりとりか らニーズを提える

へ運んだのである。 この情熱はどこか らきたので   ことである。
あろうか。村民を し体の水道計画は、水道工事の

文文文文文文文文文文文文文文文文文光光文文文光梵文文梵文文文文丈梵文梵光文文光文 .文文文文文光

「ヒマラヤ」
「ヒマラヤ」表紙の写真は会員の皆様より広

募したものを、毎月一作づつ掲載する予定でお

ります。ふるって御応募 Fさ い。採用分には全

国共通図書券を差しあげます。

≪規 定≫
(1)モ ノクロでキャビネ判以上であること。

(2)被写体は広義に解釈したヒマラヤ地域の

のであること。

(3)未発表であること。

就
文
丈
文
文
文
文
文
文
梵
光
文
文
梵
光
文
文
文
文
文

文
光
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
光
文
丈
文
文
文
光
丈

表紙写真募集
(4)な るべ くあまり知られていない角度からの

写真、あるいは未知の地域の写真を期待し

ます。雑誌、広告等で頻繁に見うけられる

ような写真 (例 :カ ラパタからのエベ レス

ト)な どは御遠慮下さい。
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3.住民の「こや し」になる

最後の 1つ は、村民の啓発教育 (人材養成)に

成功 したからである。 2人の有能な村民を現場監

督として、技術援助協力者は 2人の現場監督の「こ

や し」となって建設技術 ●マネージメ ント・ 企画

などを具体的に教えた。 2人の監督は多 くの村民

を指揮 して、工事を主体的に進めていったころに

成功の鍵があるようだ。

別の例であるが、「ネパール人の健康を守るた

めに」 と思って鳥取大学医学部助教授の職を34歳

で辞 して17年間、ネパールの結核診療 に没頭 して

倒れ るほど働いた岩村昇医師は、15年 目に大失敗

に気づいたそうである。あるとき、病院か ら片道

3日 間の距離にある山の中の村で、岩村医師は細

菌性赤痢で倒れてしまったが、運悪 く薬は何 1つ

持ちあわせていなかった。医者でも薬がな くては

なんにもできずに苦しんでいると、村長が村の医

療機関である「まじない師」のところに担いで行

って くれた。

『「村長さん、わ しの病気はな、細菌性赤痢ち

ゅうて、まじないじゃ治らんけん」「まあ、つべ

こべ言わんと、だまってかかれ。この爺 さんはよ

く効 くけん」耳を引っぱってギャーと呼び、私の

舌をつまみ出して、背中をどやしつけてゲ ェーッ

と言わせ、まるで中にあるものを引きずり出すよ

うに、声 も大きく動作も激 しいので、そうでな く

ても下痢が続いて腰の抜けて しまった私は、なか

ば意識不明になっていた。そのもうろうたる状態

の私の口に、彼はなにか草の汁をたらし込んだ。

そうして、 ぐっすリー晩眠って、翌朝目がさめて

気がついてみたら私の細菌性赤痢は治 って しまっ

ていたのである。実はあとになって知ったことだ

が、まじないのあとに飲ませて くれた草の汁は、

ヒマラヤの薬草であった。いま、自分が病む身に

なり、ネパールの草の根の人たちの仲間に入れて

もらい、その人たちの在来の伝統的医療を受けて

みて、私はまったく目のうろこが落とされた思い

であ った。こうしたまじない師について過去を振

り返 ってみると、彼 らは迷信家、人間の生命を軽

視す るものであるとい うので排除 しよ うとしてき

たが、現在は、「患者、住民本位に」 というやり

方でやってい くには、実は「まじない師」こそ主

役であるということ、私のほうがお手伝いである

ことを知 らされたのである』 (ヒ マラヤから祖国

へ、岩村昇著、主婦の友社 )と言ってお られ、「ネ

パール人の健康はネパール人が守る。そのため僕

らがネパール住民のこや しになる」と。また「患

者を病院に連れ込み、時どき診療にでかけるんじ

ゃな くて、いっしょに住んで暮 らさないと、その

肝心なものが、いつ までたってもわか らない」と。

本当に求められているのは、コンピューター仕掛

けの医療協力ではな くて、自分らがす ぐに使える

簡便で危険性のない医術なのである。また、栄養

をよくし、環境を清潔にするだけで、大半の病気

はなくなることに気がつ くのである。

岩村昇医師はその考えをネパール語のスローガ

ンに集約 した。住民 との「ジーフン●サガタン (生

きる交わり)」 から、住民たちと「サ ンガイ・ ジ

ュネ・ コラギ (みんなで生きるために)」 。「こ

の出発点と目標をあやまれば、私と同 じまちがい

を繰 り返すでしょう」と報告 して歩いておられる。

国際協力で重要なことは、相手の「真のニーズ」

を捉えて、その住民の「こやし」となることに徹

することである。

(京都市中京区西之京南両町92)

※本稿は、拓殖大学の第 2回国際協力問題論文優

秀賞を受賞した論文の一部を氏及び関係者の御

好意により提供いただいたものである。

藤 江 幾太郎

0と  き   6月 6日 (金)～ 11日 (水 )

傘ところ  小田急本館 7F美 術サロン

※藤江画伯は、本会の会員でもありますの

で、皆様ぜひ観賞下さい。

山の画展 第12回
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パキスタンの祭 り

― 特にカフィリスタンの場合 ―

パキスタンの祭 りということだが、残念なが ら

回教国は、一般的に言えば祭儀に之しいお国柄に

ならざるを得ない。八百万の神々を受容するヒン

ズー教や日も彩やな色彩にあふれたラマ教の祭 り

の存在するヒマラヤの国々と最も異なる点である。

偶像の存在を否定する回教国に我々の概念でい

う祭 りに乏 しいのは、極めて当然とも言えよう。

ふつう回教の祝典は二つ挙げられる。一つはメッ

カ巡礼 (回教徒の勤行で最大のもの)の地で行わ

れるカーバの神殿へ参詣 (回教暦第 12月 の 7～ 10

日の 4日 間行われる)の後、何十万人もの会衆が、

互いの無事を祝 し合い、大量の羊, 山羊を屠って

饗宴を開 く犠牲祭 (イ ー ド0ウ ル ●ア ドハー)で
ある。しか し、これは聖地メッカで行われる。

もう一つの大きな祝典は、回教徒、なら誰でも毎

年行う、断食月 (ラ マダーン 回教暦 9月 )の一
カ月 (30日 間)の 断食が明けた第10月 (シ ャッワ

ール)の第一 日か ら三日間催される「ラマダー ン

明けの祭」 (イ ー ド・ ウル ●フィ トル)で ある。
この二つは、回教関係の書物によ く記されている。

断食明けの朝、人々はモスク (回教寺院、村に

は必ずある。大きさは場所により異なる)へ暁の

うちに集り、導師 (イ マーム)の指導下、合同礼
拝を行う。導師は大略次の如き説教を行う。「ア

ラーは何ものよ りも偉大にして唯一である。・……

ア ラーはラマダーンの月に断食せ し者を慈 しみ、

愛で、報酬を与える。アラーはこの月にコーラン

を我々の予言者に授けた。・…… しかし、たとえ汝

等が断食 したとて、今日の祭典に相応 しき布施を

せねば何等酬いはない。おお信ずる者よ、アラー

の意に従って施 しをなせ。それは汝等回教徒たる

者の義務である。・……云々。」(笠 間呆雄による)

この祭りが一名「慈善祭」 (イ ー ド・ ス・ サダ

雁部 貞夫

力)と 呼ばれるのは、これでよくFE解 できよう。

より富める者が、貧しき者に応分の喜捨,施 しを

するのはか くて宗教上の義務である。

説教の後、回教徒は各自の家へ帰り、菓子を作

り、羊を屠って神に奉げ、貧者へ施 しを したりす

る。この祭は、日本で言えば丁度、正月に相当す

るので、人々は晴着を着飾ったりするので相当の

もの要りだと言っている。チャイハーナなどの賑

うのは無論である。

1978年の 8月 、私はチ トラールのウズヌー谷ヘ

行 った帰途、丁度断食月の第一 日にぶつかった。

チ トラル川は、チ トラルの町から約 10 0km上 流の

クラ (Kuragh)の 村で東北のヤルフーン川と西

北ヘ トリコー川の二手に分れる。クラーはその合

流点を占める要地である。

このクラーで私は前後 5回 (15年間に)泊 った

が第一印象が良 くなかったせいか、禄なことは起

らない。かつてジープが沢山はなか った頃、クラ

ーは避けて通れぬ所だった。蚊の攻撃が猛烈な土

地で、ここでは一すいもすることはできないので

ある。1962年 夏、サラグラールヘ登頂 した私の友

人の一人は、ここの近 くでサソリに尻を刺された。

1978年 の夏、私と同行 した友人は、クラーの旅宿

の庭で寝ていて (木の下で)、 毒 グモ (タ ランチ

ュラ)に唇のうら側をかまれ、顔面の半分がまひ

して しまった。

さて、 クラーでぶつかった断食月に入るその前

夜、村はなんとなくざわついた様子。明朝から一

カ月間の断食 (日 中だけ)が続 くのだか ら、いつ

もと違 う気配がするのは当然かも知れない。例の

チャルポイ (縄ベ ント)で蚊にせめ られ、どうせ

寝れぬ ものなら、断食に入る村の様子をみていよ

うという気になった。都合のいいことにす ぐ隣り
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が小さなモスクになっている。その仔細を書いて

おいたノー トがどうしても見つからぬのが残念だ

が、真夜中をすぎたあたりから、何となく人々が

起き出して、家の中で早い朝食でもとっているら

しい。木の間が くれに家の灯が もれ始める。

夜明けにはまだ二,三時間あいだがあると思わ

れる頃、この地域のあちらこちらから、暁の祈り

に集るようにうながすムラーの声が長い余韻をひ

いて、この ヒンズー・ クシュの山あいの村の夜気

をふるわせて伝わって行 く。となりのモスクにも

14,5人の村がムラーらしき人物の導きに従って礼

拝をくり返す。毎朝の礼拝 と異 って、今日か ら断

食に入るせいか入念な祈りをささげている。私は、

秘儀をとり行 っている場に居合わせたような緊張

した気持ちで、際限なくくり返されるその礼拝を

眺めていた。

チ トラールでは、かなり厳密に断食は守 られて

おり、PIAの チトラル 5務所にいる私の友人 (チ

トラル人)な ども、国の中につばが湧いて くると

地べたにぺっと吐き出していた。 [ヨ の出ている間

は、水を飲むことも許されないのである。これが、

ラフルピンディやカラチなどの都会では、だいぶ

様子が異ってくる。大きな レス トランヘ入ると、

外国人ばかりか、明らかにパキスタン人と思われ

る人間が何人も食事 していたりする。マ リー (日

本で言えば軽井沢)な どの避暑地でも同じことで、

賑やかな通 りを、若い男女がアイスクリームをな

めながら歩いていたりするのを見た。断食月のチ

トラールでは、こちらがタバ コをすうのもはばか

れるほどの厳格な雰囲気があった。

また、チ トラールには他の地方と同じように、

各地の村々に聖人や高徳の人々の墓や廟所があり、

その人々の忌 日には、白い布をつけたノボ リが立

っていたり、捧げ物が供え られてるのを見ること

がある。これ も祭事の一種だろうが、派手な祭 り

ではない。

かつて、私はチ トラールの30kmは かり北の小村

カ リで奥地の旅か らの帰途、ある祭りに出くわ し

た。 8月 末のことだったが、収穫祭 (秋祭り)で 、

ふだんは人前に姿を見せぬ女性たちが、この日は

頭衣 (チ ャ ドリ)を脱ぎ、収穫 したてのブドウを

道行 く旅人たちに与えていた。老若男女の一隊は

列を作って村中をね り歩き、男たちは空に向けて

鉄砲を放 ったψ轟々という響きがヒンズー・ タシ

ュの山あいを伝わっていった。この時の写真は『

暮 しの手帖』 (89号 , 1967年 )に のっている。

私のチ トラールに於ける庇護者ブルハーンさん

の話だと、田植えが終 る頃、「水かけ祭」がある

とい う。 女性たちが水をかける方式はここばかり

でな くア ジアに広 く分布 しているが、「みめ美し

いおとめに水をかけられるのはいいが、あとはど

うもね」というのがブルハーンさんの高であった。

× × × × × ×

カフィリスタンヘは、チ トラール南部のアユー

ン (ド ロシュの北の大村 )か ら西の深い谷が入口。

三つの隠れ谷に住む約 2,000人 の非回教徒だった

人々が、今でも「異教徒 (カ フィール )」 だった

頃の生活, 文化を守って暮 らしている。アフガニ

スタン側にも数十万人のカフィールが居住 してい

たが、今世紀初頭までには、始どが改宗 させ られ

てしまった。

カフィリスタンの宗教 はゾロアスター教とバラ

モン教の (12希 したものと :fわ れるが、自然崇拝の

要素が非常に強い。ここの民話には、そ うした類

のものが多い。ガンダオ と呼ばれる騎馬武人をか

たどった木像が存在することでも有名であるが、

馬を使わないカフィリスタンでなぜ騎馬像や、神

殿を馬首の木彫で飾るのか、私は長い ことその意

味が判 らないでいたが、ある時、この動物が、バ

ラマインという神が乗用にするために他の動物に

先立って創造 した最初の動物であることに気づい

た。バヤマイン神は、冬の大祭 (チ ョウマ)の 主

カフィリスタン (バ ンボレット谷)の
民家の柱の横木。羊をかたどったもの
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神である。年に一度この神はバ シュガル谷か ら来

る。

さて、カラッシュの祭 りには、 3つ の大祭とも

っと小さな沢山の祭りからなる。ここではジョシ

イの祭を取 り上げて解説 しておこう。それぞれの

大祭については個別に詳細な目撃者の観察記が公

表されているが、三大祭全部を観察 した外国人は

いないようだ。冬の大祭 (チ ョウマ)については、

一昨年の暮れに早稲田大学の学生がつぶ さに見聞

したり、 NHKの 取材班が、フィルム撮影に成功
してその大略を放映した。

春の大祭

1953年の 5月 、イギ リス人で中央アジア, カラ

コルム, ヒンズー・ クシュー帯を探検 した R.シ

ョーンバーグはルンブール谷でこの祭 りに出会っ

た。それは 5月 18日 の午後おそ く始った。第一 日、

女性の参加は許されない。 ラムソンとい う老人が

祭儀のすべてを取 りしきった。祭りの先ぶれは《

ネコ鳴き≫の指笛と太鼓が激しく打ち鳴 らされる。

祭儀の場は、「グラム」と呼ばれる小村落。やが

て一人の少年がマハ ンデオ・ ダール「大神の家」

へ登 って行き、そこで仔山羊が犠牲にされる。サ

ルーズ (杜松)が ともされ、血が聖火にそそがれ

る。聖なる火は、カラッシュの祭儀には付きもの

である。その祭壇は木製の馬頭で飾 られており、

祭壇の下方に踊りの場がある。この日は七つの曲

を歌い踊った。

第二 日、早朝から松明を持った人々が昨 日のマ

ハ ンデオ・ ダール「大神の神殿」に集まる。沢山

の仔山羊が、オン・ ジェスタ●モーズと呼ばれる

童貞の少年によって屠 られ、その血が神殿 にそそ

がれた。やがて七枚の部厚いチャパティが運ばれ、

そのうちのいくらかは火中に投ぜられる。 これら

のすべてのチャパティは祭儀の終了後、その場で

祭りの参加者が食べ る。神の前での共食であろう。

次に、チーズとミル クが神殿に投げかけられる。

ここまでの儀式は女人禁制であった。宗教的な意

味の強い祭儀はこれで終了。女性の血のけがれを

忌む風習は現在も強 く残存しているのである。

女性たちは手に手にクル ミの木の枝を持 って参

加する。これはあとで踊りの時に必要なのだ。こ

カフィリスタン民家の格子窓

の日の午後は、夕方まで男も女もさまさまな種類

の踊りをおどった。

第二 日 (最終 日)。 前 日と同じように歌舞が続

き、中には洸惚状態に入り、体をけいれんさせ、

地面を転げまわる男たちもいる。ジョシィの祭 り

の終 りを告げるのは「ダギナイの歌」であった。

ショーンバーグは次のように伝えている。「毒を

飲んだ女とその恋人である若者を歌った挽歌であ

る。女の名はムライ ックと言 った。彼女が死に頻

したとき、その体は毒の効き目で黄色 くなった。

死を見とっていた彼女の恋人が叫んだ。『ああ、

ダギナイノ キングサ リの花のように、おまえの
体は黄色になって しまった。」もう少 し補足すれ

ば、 これは有名な恋物語 (民謡として伝わってい

る)であり、ムライ ックはこの若者の義妹なので

ある。

踊 りのさいごのプログラムは、有名な「蛇踊り」

で、男女が長い一列 となる。人々は互いの手を直

接 とらず、クル ミ (こ の附近に非常に多い)の樹

皮で作った飾 り輪をつかむ。踊りながらこの輪は

ぐるりと連環する。カラッシュ族は「ほてって汗

をかいた手を握 るのはとても不快なので、飾り輪

がその不快さを除いて くれる」と説明 したという。

さいごに、オン・ ジェスタ ●モーズ (童貞の少

年)が マハンデオ・ ダールの祭壇で杜松の火を起
こし、チーズとパ ンで供物を作る。そ して祭壇と

火中にその供物を投ずる。そこにいる男たちは供

物のおすそ分けにあずかり、この祭儀の宗教的部

分は終了する。ショー ンバーグの文章には、かな
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り皮肉っぱい書き方の所があり、チ トラール旅行

記である『異教徒 と氷河』 (邦訳 1976、 白水社)

にはしきりに出て くるが、このジョシィの祭りは

非常に真面目に書いてあり、私はその部分の韻律

的な調子を考えて、あの本を訳出した。ご参照下

さると有難い。

二つ目の大祭に秋の収穫祭がある。カフィリス

タン三谷のうちの一つ、 ビリール谷で実際にフィ

ール ド●ワークを行 った A● パルワールの報告文

によって、大略をここに記 しておこう。

果物の収穫と、穀類の収穫については、三つの

祭儀が行われる。まず第一は開始の式。これは果

物や穀類の収穫を許す式でデーンという。

このデーンの祭儀では、プラーバ神 (又はプラ

バル)を祭る。おそろしい威力のある神で、 ビリ

ール谷のプラバル ●ウン・ グルンレルという神域

には12π 程の高さの四本の柱が立てられ、ブ ドウ

の収穫期にはここで火祭が行われるとショーンバ

ーグも記している。この儀礼が済むまで、誰も新

酒を□にすることができない。

Travels

シカール・ トラベルー

プラーバには、二匹の仔山羊が犠牲として捧げ

られる。この祭儀が終れば、果物の収穫が始まる。

山上の放牧場へ行っていた家畜の群がこの時期に

村へ戻って くる。

次のプルンの祭 りには、五晩にわたり行われる。

人々はゆとりがあれば晴着を着飾 る。最初の晩、

娘たちは「バダラックの唄」をうたいながら、各

自の家から穀類を持ち寄る。バダラックとはビリ

ールの羊飼いの名。主施律の歌詞は「高い山にい

る白い山羊の乳を彼はポットに一杯のみほした」

というのである。穀類は水車小屋に持 って行かれ

る。人々は ドラムを打ちならし、 2晩の間歌い、
おどりつづける。第 5日 目は午後早 く祭事が始ま

る。母親たちや年かさの娘は、少女たちのために

花を編んで帽子を作る。これをシュア レックと呼

ぶ。この少女たちを先導にして人 々は歌い、踊る

のである。さいごに聖なる歌をうたいつつ、ひと

踊りして、この祭 りは終る。第二の祭 り、冬の大

祭 (チ ョウマ)を述べるところまで来て、紙数が

つきた。              (未 完)

″
魅惑の

インド● ヒマラヤ
〃

シッキム・ブータン・ガールワール・クマオン

クル・マナリ0ラ ダック・ネパール・・・ 00

への トレッキングや登山を計画されている日本の皆さん !

当、シカール 0ト ラベルは、通関 。隊荷輸送からガイ ド、

ポーター、ポニーのアレンジなどすべてのご用命を承ります。

2以濾興颯TRAVELS PRIVATE LIMITED
170L Nirmal towers

barakhamba road new delhi- 1 1000 1

tel. 42555, 42666 telex 031-3972 JCIIN

Branch office: Gangtock
Camp office: Joshimath & Uttarkashi
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カンチ通信 Noe 3 3月 23日 テ レメ ツクにて

3月 16日  昨 日の長丁場で心配されたポーター
トラブルもなくスムーズに出発。尾根上に出てい

るため風も強くな り雲も多くなる。この付近は、

ラリグラスの満開で爽快な気分です。心配してい

た雨が降り出しましたが、バサ ンタプールの村は

ずれのキャンプ地に全員到着。気温は朝 6時 の測

定で +6° です。

3月 17日  東面につけられた トラバース道を 2

時間で 2,200πの コルに出ました。ここから遥か

東の彼方にカ ンチェンジュンガから派生する「シ

ンガ リラ尾根」が見えました、標高約 3,600π の

サ ンダクプーが雪で真っ白になっており、これか

らのキャラバ ンが思いやられます。ジリキンティ

泊。

3月 18日  出発 して 5分 も行 くと尾根越しに、
遥か遠 くカンチ ェンジュンガ山群が見えました。

早速ニコン提供の高性能収眼鏡をとり出し、来年

の縦走コースの点検をしました。既に発表されて

いる写真とは違い、この付近から見えるカンチは

ほぼ真横となるため、実際に歩かなければならな

い距離が測れ ます。「意外に長いなあ―」と言 う

のが実感でした。尾根道を幾つか越えて行きます

と地元の人間が釣を しているのに出逢いました。

体長 15伽程の鮒のような魚です。

3月 19日  全天を雨雲が覆い不気味な中を出発。
2,300π の峠を越え、一担 1,750π まで降りて雨

の降る中をキャンプ地の田圃に到着。雷雨は夜半

まで続 く。夕食後 ミーティングを 3時間程行った。

3月 20日  8時 出発。 2,200π の峠を 2時間で
越え30分 も下ると再びカンチ山群が見えたが、乱

雲の発生がひどくすぐに雲の中となってしまった。

1,200π 下って一担タムール河畔に立ち ドバ ンの

手前のキャンプ地着。さすがに夜も暑い。

3月 21日  7時 40分発。 ドバ ンでメラ・ コーラ
の吊橋を渡り、チ ェックポス トに寄 り、タムール

河の立派な吊橋を渡る。この吊橋は 4年前に出来

た もので一人10パ イサ (2円 )の 有料です。 750

π登るとこの付近の中心地であるタプレジュンに

着きました。この街は比較的清潔で、大きく、我

々のキャンプ地の下にはオランダの援助による大

きな病院を建築中です。標高 1,750π 。ここで、

ダーラン・ バザールで雇用 したポーター全員を解

雇しました。 ここまでのポーターの中には夫婦や

親子等も混っており、 9日 間も一緒にいますと、

情が移って淋 しい気持ちにな りました。 しか し、

この後山中や雪中には使えない者 もいますので、

より強力な地元のポーターを再雇用 しなければな

りません。

3月 22日  ポーター再雇用のたぬ一日停滞 しま
した。この間に日本への通信網や、荷物のデポ・

地元警察のチ ェック等隊員はそれぞれ張り切って

飛び廻 っています。タプレジュンまできても、こ

のキャラバ ンはようやく3分の 1に過ぎません。

夜は 4時間この Expについて ミーティング。

3月 23日  97名のポーターが出発 し終えたのは

9時50分です。飛行場まで 600π を 1時間半で登

ると草原の トラバース道となり南アのような樹林

帯を行きます。ここは全山真っ紅の ラリグラスです。

キャンプサイ トに着いて17時 から20分間雷雨と直

経 lc,E以 上の ヒョウが降り、またた く間に一面真

っ白になりました。ヒマラヤの 自然の雄大さをかい

間みたような気が します。次回はラミテの峠より

報告 します。雨の降りしきるテレメックより(山森)
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カンチェンジュンガ遠征隊

募金について

1981年 HAJが 主催するカンチェンジュン
ガ遠征隊は、 8,500π 三山を縦走すると言う

空前絶後の計画です。HAJ会 員の一人一人
の皆様のご協力を是非お願い申し上げます。

《募 金 要 領 ≫

・ 金額  1□  1万円



遠征学入門

実践編

隊組織について (II)

清水 澄

先月号では、チームをうまく運営 して行 くため

には、こんな筈ではなかったということのないよ

う、基礎となる共通項を確認 した上で、互いの信

頼感を保つ方法について書いた。さて今月号の原

稿を書こうと思って、いざとりかかろうとした ら

大変なことに気づいた。それは原稿のコピーをと

ってなかったので、先月号での理論の組立てを思

い出せないということである。続き物の原稿を書

く時は、自分の文章がまだ活字となって表われな

いうちに次のを書かなければならないので、なか

なかに厳しいものであるということが解った。こ

れを防 ぐには、 2カ 月分を一遍に書いて翌月分を

手元に置き、次月か ら順繰 って行けば良いのだが、

/切 りがせ まってあわてて筆を持つ小生のこと故

そんなに準備がいい筈 もない。この面での先輩諸

氏の偉大さを思うやせつである。この態では良い

遠征を目ざす諸氏に対 して、あい済まぬと思 う次

第であるので、今月か らはその轍を踏まぬよう心

がけよう。

さて遠征学入門を読み返 してみると、西郡論文

はチーム論、とりわけ リーダー論重点である。さ

すがは常日頃すばらしい リーダーと尊敬 している

西郡氏のこと、自分でも常に研鑽を積まれ、なお

かつ謙虚さをのぞかせ、教えられることばかりで

ある。自分の遠征はあまり良 くなかったように書

かれているが決してそのようなことはな く、すぐ

れた リーダーであり、傑出した人格の持主である

ことを、氏の名誉のためあえて記す次第である。

思わず前置きが長 くなってしまった。本論に入

ることとする。

重要な役割分担

遠征に出かけるに隊を組む以上は、それぞれの

持分に応じなければな らない。最 も大きな持分は

隊長と隊員の別である。人間としては皆同じであ

っても、遠征隊では隊長と隊員では資格が異るこ

とをわきまえなくては、良い遠征は目ざせない。

隊長、つまリリーダーは隊の総括責任者である

と同時にタクティックス、日本語でいえば戦略と

戦術の担当者である。遠征隊によっては戦術担当

といった役割の隊員をおくこともあるが、それも

隊 としてのタクティックスのデザインを考えてゆ

く上で、隊長を補佐する役目であって、現地での

判断や決断を隊長に代って行うものではない。し

たがって遠征隊にあ っては、隊長が最重要である

ことは言をまたない。

現地にあって隊長は孤独である。間違った判断

や決断を排 し、良い遠征を行いたいと考えるばか

りでなく、その判断,決断が、出来ることなら隊

員にも抵抗な く受入れられるものでありたいと願

うか らである。悪い方向へ行 くと、遠征進行中と

いえども隊員が離散することになりかねない。も

っともこうなるには先月号で書いたような方法で

の、テーム作りを していない場合であろうが。

日本では、隊長が自分の目ざす遠征の理念を示

しつつ、同調して くる気に入った隊員を結集する

方法でのチーム作りは、西欧などに比 し極端に少

ない。この方法はチーム作りとしては理想に近い

形であろうが、極限にさらされると、何年かのつ

き合いという積み上げがないので、理念が一気に
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崩れ去って潰滅するとい う危険も大きいと云わざ

るを得ない。一方、日常から知っている者同志で

のチームでは、自ずか ら序列も出来ていて、タテ

系列に慣れている日本人向きと云えそうである。

チームが先にあって、後から隊長をお願いして来

る場合 も、始ど同様 と云えるが、あの隊長のいう

ことなら我 々はきいてやろうではないかという、

日本社会での長上に対する美風といったもので通

用する。こうなると隊長はきをそもららそふるも
のであり、隊員からはしそもららそふ乞隊農であ
る。この観念は現地での極限時にはかなり大切 と

なる。西欧式チーム作 りでもこの概念は成り立つ

し、重要である。タテ系列は民主化の仇敵の如 く

云われ るが、そこにある美徳を見失って しまって

はならない。してやっている隊長であり、させて

やらそ Jヽ る隊長であってはならない。要は底に流

れる観念が大切である。この考え方で リーダー・

シップの問題はかなり解決がつ く。タテ系列が悪

く云われるのは、上級に立つ者がまま逆の考え方

をするからであり、それは社会成立の原点に反す

る。遠征隊も一つのタテ系列なのではある。

さて隊員は隊員でそれぞれの担当分野がある。

渉外,装備, 食糧, 輸送,|1村 包,会計, 記録など

の外、更に細分され ることもある。それぞれが自

分の持場を全うすることが、隊という組織を支え

ることであり、運営, 進行 もスムーズに捗ること

になる。お互いはそれぞれの担当を相手にまかせ

ることで責任を確立すると共に、足 りない部分は

補い合って、任務を全うすることが大切である。

大きな遠征になればなる程、他人の分野は判 らな

くなるものであるが極力知るように努めなければ

ならない。またそれぞれの担当には種々の決定を

下 して行かなければならないことも沢山あるが、

大過ない限 り担当者に委ねることがよい。但し報

告は常に隊の責任者に していなくてはならない。

このようにしていることで、隊の組織は徐々に強

化されて行 く。

よいチーム作 り

遠征は、何といっても現地でうまくやることが

大切である。それには国内での準備を通して、よ

いチームを育て Lげ て行 くことが重要となる。お

互いがよく気心を知ること、相手の立場を尊重す

ること、節度を保った行動をすること、責任を全

うすること、等々。そして過酷な世界に居ると人

間は狭量となり、相手を詐せなくなり易いので、

寛容の精神を養うよう心がけ、包容力のある人間

になることを目ざすべきである。

勿論その遠征が必要とする技術, 体力,精神力
を培 うことはム うまでもない。

チーム作りを進めて行 く上で有効 なことは、実

務準備を真剣に行 うことの外に、登山思想の討論

を徹底的に行 うとか、厳 しい山行を数多 くやるこ

とである。これ らは、極限の状態になった時、相

手は どう考え、 どういう行動をとるか知 ることが

出来 るという点で、現地へ行ってか ら非常に役立

つ。要は裸のつきあいを通 して相手 を知ることで

あり、酒を飲んで議論を してもよいの_である。

さて、よいチームという面では、 自分たち遠征
隊員同志だけによ くてもダメなのである。外部か

ら見てもキチンとした礼節が認め られな くてはな

らない。関係筋への手続きや届出が完全なことは

いうまでもなく、お世話になった所には礼状を忘

れないこと、現物寄贈先には礼状の他に現地の写

真なども大切である。

また、家族, 勤務先 も重要である。兎角、家族

はつんぼ桟敷にあかれがちであるが 、長い留守を

いとわず送 り出してくれるのは家族 なのであるか

ら、労を惜 しまずによく説明を して理解を得るこ

とである。更に出来るなら遠征の前後に家族会を

持つ外、お互いの家族が隊員ぐるみでつ き合って

お くこともよい。勤務先の方も休暇をもらうばか

りではなく、遠征を理解してもらい、好きで行 く

遠征 (登山)であっても文化の最先端を担うもの

であ ることを解ってもらい、登山というスポーツ

が社会的にもっと認知されるよう努めたいもので

ある。

最後に実行委員会についても。遠征母体によっ

て実行委員会の形もまちまちではあるが、いづれ

に してもこの人達は、自分が行 くで もないのに遠

征を支えて くれた人きなのであるか ら丁重にお礼

を、行 く前も帰って来てからもしたいものである。

こうして総合的に強い組織の隊が生 まれ、よい

還征が実施できることになる。
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ヒマラヤの虎 (1)
五百沢智也

ヒマラヤン・ タイガーは、昔、ダージ リンを中

心に して活躍 していたシェルパ ●ガイ ドの名誉称

号であるが、それ と違い ここで言うヒマラヤの虎

は、 ヒマラヤに棲む野生虎のことである。

もっとも、 ヒマラヤは ヒマラヤでも、虎はその

最南部の山麓一帯に棲息 しているだけで、氷雪の

輝 く高い峰にいるのではない。

1973年 2月 、 ヒマラヤー帯の取材を続けていた

筆者は、ネパール南部のチ トワンでタイガー トッ

プスジャングルロッジを経営 しているジム ●エ ド

ワーズ氏からそのロッジヘ 3泊の招待を受けた。

かつてネパール王室の狩猟場であったチ トワンの

ジ ャングルや湿原の一帯をなわばりにアメリカ人

が野生動物観察と自然生活を楽しむためのロッジ

を経営 していて、料金は張るが実に楽 しい生活が

待 っているということはかねがね聞いていたか ら、

筆者はさっそくこの招きに応ずることにした。

クーンブ地方やカリガンダキの トレッキ ングを

終 った 2月 の初め、筆者はポカラか らメゴウリイ

ヘ向 う飛行機に乗った。ポカラからメゴウリイに

行 く客は筆者 1人であとはカ トマンドゥ行きらし

く、芝生の上での荷物の仕わけでは筆者の荷だけ

1つ離 して置いてあった。15時 45分離陸。飛行場

南 にひろがるセティ川の大峡谷をみなが らレフ ト

ター ン。マハバラー ト山脈を越えるともうチ トワ

ンの盆地が見える。右手の窓から見えるのは畑 と

民家、左手には森林と草原がひろがっている。

16時 ちょうど、メゴウリイの芝生の飛行場に着

陸。わずか15分間の フライ トだ。テ|ミ行機は Y Sll

を ちょっと小 さくしたようなホーカー シ ドレー 7

48で、タラップを下すのを待って地面へおりる。

やはりおりたのは筆者 1人だった。日の前に大き

な象が背にやぐらをつけて待っていて、 ロッジの

野外活動の責任者であるチャールス ●マク ドガル

氏が自ら迎えに出ていてくれた。ポーターに荷を

象の背に運んでもらい、筆者もマク ドガル氏と一

緒に象に乗った。ふ りかえると、飛行機の ヨーロ

ッパ人の乗客達がた くさん芝生におりてこちらを

カメラで狙 っている。マク ドガル氏は、動物達の

活動時間帯が早朝 とこの 日没前なので、まずジャ

ングルー帯の観察をやってからロッジヘ行くプラ

ンであると説明 して くれた。

飛行機とたくさんの観客を後に、象にゆられな

が らのっしのっしと飛行場を出てい くのは、ちょ

っとしたいい気分だ。象の背につけた櫓の一角に

脚をか らませて両手をフリーにし、カメラと双眼

鏡を用意する。象の歩 くリズムは 4拍子、背中が

ムク′ムク動いてなん となくバランスがとりにくい。

草むらか ら斜面をかけおりて川に入る。ジャブジ

ャブと川の中ほどまで来て立ちどまり、ジャーッ

と放水。川の中はそうした気分になりやすいのか、

ボ トボ トッ、ジャブンと爆撃もよくやる。

・対岸にのぼり、疎林を抜けて三度目の川を渡る。

この川は水流が三本に分流 している大きい川で訊

くと、これが ラプティ川であるという。この川の

むこうにあらわれた森の入□には、高い白い標識

が打ちつけてあってナショナル ●パークのスペル

が読めた。

森の中の下草は踏み分けられて トレイルの綱目

模様ができている。薄暗い森の中をマク ドガル氏

と象の首ねっこにまたが った象使いが ピーンと5

官のアンテナを張った状態で緊張 したまま、ゆっ

くりと象を歩ませる。いつしかこっちにもそれが

のりうつって野生に帰 ったような感 じで反射神経

をとぎすまし、ものの気配を感じとろうと努めた。

眼も耳も皮膚さえも精一杯に張りつめた状態にす

る。ときどき象を止めて静かにうかがい、ときお

りはギャロップで先を急 ぐ。ふと立ち止まり、息

をひそめると暗褐色の レイヨウか鹿のようなけも

のがダッと馳け抜け、それを追う大きいうす茶色

のけものがヒューンとすぎる。ちょっと間を置い

てこんどは黒 く細いものが馳け抜ける。下草や低

木にさえぎられて確実に見とどけることはできな

かった。しかし鹿はスポッテッ ド・ ディアらしい
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という話だった。次にでてきたのはヒマラヤ山中

にも多いラングール猿だ。枝か ら枝へと群がすぎ

る。川へ出ると対岸にワニ (ク ロコダイル)と孔

雀の姿があった。森の中には旧河道の河跡湖が湿

地と共に残っていて、いつもきまってワニの姿が

見 られる場所もあるという。広い草原に出るとい

きなリブファファという声が した。あそこだと言

われて見ると一角サイが草む らの間か らこちらを

見ている。シャッターを切 る。 2枚 目を切ろうと

すると捲けない。もう終りだ。フィルムチェンジ

を始めるとサイがゆらりと動いて横向きになった。

がっちりした体格が大きくひろがってすごい迫力

だ。さらに動いて後をむいて歩きだす。腰の下に

ぶらさげた丸いよろいの草摺 りのような皮にイボ

イボのあるやつをゆすって歩 く。ようやくフィル

ムが入ってカメラを構えると草の縦線がいっばい

にふさがってよ く見えなかった。鹿が出て逃げた。

白い しっぱを立ててジャンプ しなが ら走る。一枚

シャッターを切る。ホッグ・ ディアだ。川ばたに

はチュウサギとアカツクシガモがいる。森の中か

らはどんな鳥の声なのかポーッポポポポ, ポッポ

ー, ポワーポワポワというのが聞えてくる。草原

の中をフイル ド●ボアが 2頭走り去った。

森の中は、だいぶ薄暗 くなってきた。夕焼けの

色が水面に反射するのを見ながらロッジに向か っ

て川を渡る。ロッジはナラヤニ川と合流するラプ

ティ川をちょっとさかのぼったあたりの南岸にあ

るのだった。象は高床式で一階の無い三階建ての

宿舎の二階に横着けになる。三階のフロアーヘ象

の背か ら移り、荷をあてがわれた部屋へ入れる。

こちらへどうぞと言われて、マク ドガル氏と別棟

のラウ ンジヘ入 る。

すぐ飲み物が出て一息いれ る。ラウンジは丸い

建物でまん中にファイヤー・ プレースがありそれ

をかこんで椅子があり食卓がある。鳥類図鑑や動

物図鑑、お客の書 く観察ノー トや感想文ノー トも

置いてある。お酒のバーも一角にあって、 ビール

1びん14ル ピー, ウィスキーはシングル10ル ピー

であった。

夕方、お客全員を集めて、マク ドガル氏の挨拶

とこの一帯の自然 と野生動物の解説があった。こ

れは大切なことで、常に宿舎をとりまく野生動物

社会の観察を続けていてその現在状況をつぶさに

把握していなくてはお客にそれを楽 しんで もらう

ことはできない し、それをお客に解説す ることも

最も大切なサー ビスであるにちがいない。あとは

食事の鐘がなるまで、焚き火を囲んでの語 らいの

ひとときである。このロッジのネパール人マネー

ジャー夫妻やオランダ人夫妻, フランス人カップ

ルなどと一緒になって語り合 った。後のテーブル

の用意が済むと田舎の小学校のような手振 りの鐘

がなって、たくさんのテーブルに思い思いの席を

とる。次から次へ出る料理は評判どお りなかなか

おい しいものだった。

翌朝 6時起床。薄暗いうちにボーイたちがお湯

を くばりに くる。顔を洗い, ひげそり, 洗濯をす

ます。 6時 45分朝食。 7時 50分 、今朝の客は 5頭

の象に分かれて乗り、ゲームに出発。ゲームとい

うのは銃を使わない巻き狩 りで、けもののいそう

な草やぶを遠まきに囲み、象の包囲網をすこしず

つ縮めて中にいるけものを全員で見ようとい うも

のだ。キッキキキとけたたましい鳴き声で鳥が飛

ぶ。朝もやのたちこめる草原 に入 り、 しず しずと

輪をつ くりはじめる。草の背たけは象にのっても

眼の高さほどもあるから 3π ぐらいか。川をわた

り、こんどは 7～ 8π の高い草原に入る。曲流帯

の場所による土壌水分の差が草の種類と対応する

ようである。もっとも高い草たけは象にのって私

達の頭上 5れ はある。こうして息をひそめてのゲ

ームだったが、猫の仔一匹出なか った。ふ一っと

大きい息をついて全隊渡河 して文字 どお り河岸を

変えようとしたら、後の象からタイガーの声あり、

いっせいに水ぎわに戻 る。指さす方を見 ると、上

流 200π ばか りのところを反対方向に川を渡る虎

の姿があった。ベ ンセイシュクシュクといった具

合に水を切り、渡っている。逆光なので、ス トラ

イプはよくわからないが、ファイ ンダーで ピント

合わせにあせる。望遠用のテレプラスをつけてい

るのでなかなか合わせにくい。適当にシャッター

を押す。露出はいつでもいいよ うに合わせてあっ

たので心配なかったが、象も動いていたし、 ピン

トが心配だった。あとで聞いてみると皆んなはあ

っけにとられて見ていただけでシャッターを切っ

たのは筆者 1人 とわかった。
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転身・訣別・離反 ～その 3～

藤井  毅

人類学的調査への関心

≪「1936年、私たちはカランジアから別な村ヘ

と生活の場を移 した。そこには もはや教会堂の姿

はなかった。私たちは人類学 ―
というよりもむ

しろハ ッ ドンのいうところの“博愛主義的人類学
"

に興味を持ちはじめていた。 GOnd Seva Mttd―

alも TAbal welfare&Research Untへ と改名

改組 したのである」、『 Ll記 』pp xxiX― xxx。 :≫

民族運動・ 政治活動よりの後退、国教会 との絶

縁は結果的にエルウィンに大きな自由をもた らし、

人類学的調査への関心を呼び覚 した。もはやキ リ

ス ト教の価値観・ 倫理観とその教会組織に東縛 さ

れ ることなく、 “科学的 "に 事物を見ることが出

来るようになったのである。1935年末 までに、実

に彼は、「イギ リス国教会はイギ リス帝国主義の

補完物である」という結論にまで到達 していたの

である。

1935年 11月 11日 、つまリカルカッタの国教会大

監督に "記念すべき "手紙を送った日、エルウィ

ンはもうひとつの大きな決定をする。即ち、ゴー

ン ドの呪術師であるパ ンダー・ バ _バ _と 「サ_

キー」の交りを結ぶことを決めたのである。ゴー

ンドの人々の中には友人関係の親密さの度合によ

って様 々な呼称に用いられていたが、「サーキー」

とはその中で も最も神聖で「魂」の友とされる関

係であった。その交りを結ぶ儀式は 12月 6日 の夜

にとり行われた。祭火が焚かれ、それにギー (精

製バター)が注がれた。牛愛で手を清めた後に互

いの額に触れる。手を重ねあい、念珠とや しの実

が交換 された。それか ら供物をのせた真鍮製の皿

が二つ運ばれてきて、それを三度交換 した。永遠

に続 くサーキーの関係がこうして結ばれたのであ

る。

当時、中央インドのみならず多 くのインド人に

とってキ リス ト教宣教師の態度は忌み嫌われてい

た。ゴーンドの人々の中で もけんかのときに最も

相手を愚弄する言葉は「このキリス ト教の大」 と

いうものだったほどだ。その上、白人は常にサー

ハブ (主人)と して存在 しつづけていた植民地下

のインドでは、 'tト ライブ "の 人々よリバーイー

(同等の友人等への呼びかけ)と呼ばれるような

関係を持つこと自体ほとんどありえなかったこと

であるのに、更にエルウィンは儀礼にかかわる交

友を持つにいたったのである。エルウィンがいか

に信頼 されていたかを示 して余りある事実である。

エルウィンは、このパ ンダー・ バーバーを通し

て、その宗教・ 儀礼・ 神話とゴーン ドの人々の世

界に深 く入っていく。そ して、自分が関心を抱き

愛す る人々をよりよく知るために、彼は先人の人

類学上の仕事を渉猟 し、自らもまたそれに関心を

抱くようになるのである。しかし、彼はもとより

人類学を専 il]と する研究者であったわけでもなく、

その専門教育を受けたこともなかった。ゴーンド

をは じめとする人々の中で暮してい くうちに必然

として民俗学 0人類学へ と接近 していったのであ
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る。詩・ 文学に造詣の深い彼にしてみれば “トラ

イブ "の 人 々の神話は宝庫に思われ、神秘主義を

はじめとする宗教研究に費やした時間の長さより

す ると、彼 らの宗教は大きな興味をひきおこすも

のだったのである。そ して工芸・ 絵画にも彼は多

大なる関心を抱いた。幾度か彼は学術論文の体裁

をとって論文を執筆 しようとしたがあまり成功し

たものとはな らなかった。論文にしては多分に文

学的でありすぎ、また多分に独学の長所と短所が

強く出すぎていたのである。むしろ、彼の一連の

著作は「記録文学」 として読まれるべきものなの

である。人類学の主流にはならなかったが、他の

いかなる人類学者よりも “トライブ "の 中に長く

暮 し、彼 らのかかえる問題を理解 していたのはエ

ルウィンだったのである。

1936年 にはロマン・ ロランの序文を伴 った著書

Leaves from the Jungle LondOn, John Mu‐
rray.が 出版 される。 この本は1932年 か ら35年 に

かけてのカランジアでの生活を記録 した「日記」

の体裁をとっていた。そこではゴーン ドの中での

生活が、日々見聞きしたものが、最初は驚きをも

って描かれている。そ してそれは じきに深刻さの

中にも軽いユーモアを交えた文章へと変ってい く。

驚きを乗り越えてエルウィンが変 っていく過程で

もあったのだ。1932年か ら35年 といえば、前回見

てきたように国教会 との絶縁にいたる苦しい時期

でもあった。 しか し、同書中それには全 く、片言

隻語た りとも触れるところはない。彼にしてみれ

ばそれがあまりにも傷の深いものであったからで

あり、また不合理から科学へ、そして人類学的調

査へと関心を展開させてい くうえで も、彼なりに

その過去に整理をつけたかったからであろう。し

かしなが ら、キ リス ト教団体の一員であった頃の

彼・ 民族運動に同伴 していた頃の彼・ "ト ライブ"

の中で奉仕活動を始めた頃の彼・ そ して
t(ト
ライ

ブ ''の人々の生活と問題を描き始めた頃の、それ

ぞれのエルウィンを知る人 々にとって、それは確

かに誤解 されやすい本であった。

ともかく、NEFA(今 のアルナーチャル)へ と
招かれる直接のきっかけは1936年 以降の彼の活動

の中にあったのである。

COF・アンドリユーズとMK・ガーンデイー

さて、国教会 と絶縁にいたるまで密接な連絡を

保ち続けていた上記二人との関係も、エルウィン

が変っていくにつれ、質的に変化 していった。

C・ F・ アン ドリューズはエルウィンの
てく
トラ

イブ "の中での活動を積極的に評価 しようとは じ

なか った。奉仕活動自体を否定するというのでは

なく、 嗽トライブ ''の 中で暮 し、彼 らを受け入れ
すぎるあまり、その反キ リス ト教的な面・ 野蛮・

残酷な習慣までも容認 してしまうのではないかと

いう懸念によるものであった。すでに、ある一定

の価値観でもって他を栽断するよ うなことから遠

ざかろうとしていたエルウィンにとって、その忠

告・ 批判はもはや意味をなさないものであった。

自然に二人の間は疎遠になり、ア ンドリューズは

その生涯を1940年カルカッタで閉 じたのである。

一方、ガーンデ ィーは揺れ動き変 っていくエル

ウィンを見守っていたかのようであ ったが、ある

ときエルウィンを して “ナルム ''(優 柔不断)と

評 したことがあった。その寸言は彼にとって少し

意外だったよ うでエルウィンはその真意を手紙で

たずねた程である。あるものに意地 になって しが

みつ くことを以て旨となすガーンデ ィーにしてみ

れば、エルウィンはやはり
マ`
ナルム "と みえたの

かもしれない。エルウィンはガー ンディーに対 し

ては常に敬愛の念を抱き続けていたのだが、 1933

年以降 "ト ライブ "の中で暮 してい くうちに、ガ

ー ンディーの唱えるものの うちい くつかに根本的

な疑間を抱 くようになっていった。つまり、過度

の性生活・食事への禁忌、チャルカー(糸つむぎ)

への執着などは、 て(ト ライブ"の 人 々の日常生活
にとって少なか らない打撃となるものであり、そ

れ らのものへの過度の固執はある価値のゆがみの

ように思われるようになっていったのである。そ

れに、 “ガー ンディー主義者 "と 称す る (一時エ
ルウィンもそれになりかけたことはあったが…… )

一群の人々を見 るにつけ、30年代後半か ら40年代

にかけて、やはりその関係は疎遠なものになって

いったのであ る。          =つ づ く=
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摘 要

54年度収支決算書作成。総会通知発

送

会員名簿作成。

「ヒマラヤ」 102号校正。
事務局会議 (ルーム 1030～ 17Ю O)
Shbr(Ageds)に 打電。
東京地区理事・ 評議員打合会文書発送。

T総会資料タイプ・ 印刷。理事会及評
1議員会開催通知。

1カ
ンチ事業スポンサーとの協議。

文部省助成係 と法人化協議。

東京理事・ 評議員打合会 (ル ーム1930
～ )

文部省提出資料作成。「 ヒマラヤ」102

号発送。

クマールから電話あり来日延期。

―一 寸  感 一
今月号の特集として「ヒマラヤの祭り」を予定し

ていましたが、編集者の不手際で「パキスタンの祭

り」だけになってしまいました。またの機会に、ネ

パール ,イ ンドの祭り、未完となったパキスタンの

祭 りの続編をと考えております。

ネパール教育協力会の石田氏の御好意により、氏

の論文の一部を転載させていただきましたが、ヒマ

ラヤの国々と、登山や トレッキング等で関わりを持

つ我々とっても、相手の立場に立ち、相手の身にな

ってその気持ちを理解することが、やはり大切な事

ではないでしょうか。 (I)

摘 要

文部省法人手続等協議 (文部省、稲田)。

55年度第 1回理事会 (ルーム)。 カン
チェンジュンガ企画会議。

監査 (ル ーム)。 55年 度評議員会 (ル
ーム)。

55年度通常総会 (岸記念体育館 13Ю 0

～ 1430)セ ミナー トレッキング報告会

(同 1430～ 1600)
会費納入, アンケー ト等文書作成。
会章 (バ ッジ, ワッペ ン,他)見積。
会費明細 (個別)書作成、東京 4月 例
会 (ル ーム 19Ю O～ )

会費明細 (個別)書作成、ヒマラヤ103
号印刷依頼。

会費, ア ンケー ト,名簿作成文書全会
員に発送。

月 日 曜

土4.19
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２‐
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２５
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２７

月

水

木
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土

日

山書の会総会でルーム使用。

ヒマラヤNo.103(6月 号 )

昭和55年 5月 10日 印刷 55年 6月 1日 発行

発 行 人  柴  田 金之助
編 集 人  伊 東   満
発 行 所  日本ヒマラヤ協会

〒 160東京都新宿区高田馬場3-2〔〕-1-506

r‐ゆゆゆ 原 稿 募 集

:ニ
ュース  ヒマラヤ (中央アジア含む )の各地域の社会情勢・現地事情 (入山事情 )の変化、日本を含

§む各国登山隊の動勢、その他気のついた事をお知らせ下さい。
ニュースソースも併記して下さい。

紀  行  遠征、 トレッキング、旅 etc… …。
ヒマラヤ及びシルクロー ドに関する地域なら何でも結構です。

tt記
録 "ではなく

t(紀
行 "と してお気軽に

御投稿下さい。 400字詰原稿用紙 6～ 8枚程度、横書きでお願いします。

日本からしマラヤから  ヒマラヤ等に出かけた際の印象、現地からの便り、ヒマラヤに関して日頃思っ

ていること何でも結構です。「 ヒマラヤ」編集部やHAJに対する提言などもお寄せ下さい。
またヒマラマ地域へ出かけられる方、ハガキで結構ですから御一報下さい。

★ 投稿は会員、非会員を問いません。採用分には掲載誌を贈呈致します。
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ヒマラヤヘの装備

○遠征隊の装備、相談にのります。

(1'等
ι

●新宿登山本店  〒160東 京都新宿区百人町 2 -2-3803(208)6601“t'
0新宿西口店  〒160東 京都新宿区西新宿 1-16-フ ●03(346)0301
0水道橋ハー トキアンヨ ンブ ′

′
〒101東 京都千代田区三崎町 2-8-14803(264)5575

●水道橋 ソフ トウ エアンョンプ ‐〒101東 京都千代田区三崎町 2-8 6● 03(264)8901
0大宮店 ′〒330埼玉県大宮市宮町 2-123● 0486(41)5707
0高崎店 〒370群馬県高崎市新町 10580273(27)239ア
●IC唖販部 〒160東京都新宿区大久保 2 19 1o東和ヒル内a03(2oo)フ219
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ヒマラマとアルプスヘの登山は、名古屋の書井 (HAJ会員)ま で、お問い合わせ下さい。

名古屋●中村区名駅四丁目7 35ホ テルニューナコヤ 747号室 〒450● 052)583-0747
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